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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
初
夏
の
風

物
詩
Ｎ
Ｙ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
の
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
。
こ
れ

ま
で
は
毎
年
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
の
グ
レ
ー
ト
ロ
ー
ン
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
。
今
年
は
会
場
を
ミ

ッ
ト
タ
ウ
ン
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ー
ク
に
移
し
て
6
月
9
日
か

ら
12
日
の
4
日
間
行
わ
れ
た
。

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
・
ピ

ク
ニ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

シ
リ
ー
ズ
と
題
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
で
、９
月
20
日
︵
月
︶

ま
で
Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
、
ポ

ー
ル
・
テ
イ
ラ
ー
・
ダ
ン
ス
カ

ン
パ
ニ
ー
な
ど
Ｎ
Ｙ
の
さ
ま
ざ

ま
な
舞
台
芸
術
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
て
い
る
。
無
料
だ
が
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
し
て
2
週
間
が
経

過
し
た
人
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

し
て
な
い
人
の
席
は
分
け
ら
れ

て
行
わ
れ
る
。

　

入
口
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

書
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
Ｉ
Ｄ

を
掲
示
し
て
の
入
場
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
し
て
い
る
人
は
前
方

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
席
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
夕
暮
れ
の
ブ
ラ
イ

ア
ン
ト
パ
ー
ク
で
人
々
は
音
色

に
酔
い
憩
い
の
ひ
と
時
を
楽

し
ん
だ
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

https://bryantpark.org
                  

︵
石
黒
か
お
る
︶

摩
天
楼
の
谷
間
に
音
楽
戻
る

　

米
国
郵
便
公
社
︵
Ｕ
Ｓ
Ｐ
︶

は
３
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
米
国
の
た
め
に
戦
っ
た
日
系

兵
士
た
ち
を
讃
え
る
記
念
切
手

﹁G
o for B

roke

︵
当
た
っ
て

砕
け
ろ
︶﹂を
発
行
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
戦
線
で
米
部
隊
救
出
作

戦
に
大
活
躍
し
た
日
系
二
世
第

１
０
０
歩
兵
大
隊
４
４
２
部
隊

の
ほ
か
陸
軍
情
報
部
︵
Ｍ
Ｉ

Ｓ
︶、
第
１
３
９
９
工
兵
部
隊
、

陸
軍
省
情
報
局
や
陸
軍
病
院
看

護
婦
と
し
て
従
軍
し
た
日
系
男

女
約
３
万
人
の
勇
気
と
米
国
へ

貢
献
を
示
す
も
の
。

　

４
４
２
部
隊
は
、
士
官
な
ど

を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
日

系
米
国
人
の
若
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦

線
に
投
入
さ
れ
、
枢
軸
国
相
手

に
勇
戦
敢
闘
し
た
。
そ
の
激
闘

ぶ
り
は
連
隊
に
従
軍
し
た
約

１
万
４
０
０
０
人
の
う
ち
、
死

傷
率
は
３
１
４
％
で
あ
り
、
こ

の
数
字
は
１
人
平
均
３
回
以
上

死
ぬ
よ
う
な
大
け
が
を
し
た
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

し
て
９
４
８
６
人
が
パ
ー
プ
ル

ハ
ー
ト
章
︵
日
本
語
で
は
名
誉

負
傷
章
、
名
誉
戦
傷
章
、
名
誉

戦
死
傷
章
な
ど
と
も
訳
さ
れ

る
︶
を
獲
得
し
た
。
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
史
上
も
っ
と
も
多
く
の

勲
章
を
受
け
た
部
隊
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。

　

特
に
こ
の
部
隊
の
活
躍
を
全

米
に
響
き
渡
ら
せ
た
の
が
米
軍

テ
キ
サ
ス
大
隊
の
救
出
作
戦
だ

っ
た
。
１
９
４
４
年
10
月
24

日
、
第
34
師
団
１
４
１
連
隊
第

1
大
隊
、
通
称
﹁
テ
キ
サ
ス
大

隊
﹂
が
ド
イ
ツ
軍
に
包
囲
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

彼
ら
は
救
出
困
難
と
さ
れ
、﹁
失

わ
れ
た
大
隊
﹂
と
呼
ば
れ
始

め
て
い
た
。
10
月
25
日
に
は
、

４
４
２
部
隊
に
待
機
命
令
、
翌

26
日
に
は
救
出
命
令
が
下
り
、

部
隊
は
出
動
し
た
。
休
養
が
十

分
で
な
い
ま
ま
の
第
４
４
２
連

部
隊
は
、
ボ
ー
ジ
ュ
の
森
で
待

ち
受
け
て
い
た
ド
イ
ツ
軍
と
激

し
い
戦
闘
を
繰
り
広
げ
る
。
10

月
30
日
、
つ
い
に
テ
キ
サ
ス
大

隊
を
救
出
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
し
か
し
、
テ
キ
サ
ス
大
隊

の
２
１
１
人
を
救
出
す
る
た
め

に
、
第
４
４
２
部
隊
の
56
人
が

戦
死
し
、
約
８
０
０
人
が
負
傷

し
た
。
救
出
直
後
、
４
４
２
部

隊
と
テ
キ
サ
ス
大
隊
は
抱
き
合

っ
て
喜
ん
だ
が
、
大
隊
の
バ
ー

ン
ズ
少
佐
が
軽
い
気
持
ち
で

﹁
ジ
ャ
ッ
プ
部
隊
な
の
か
﹂
と

言
っ
た
た
め
、
４
４
２
部
隊
の

日
系
少
尉
が
﹁
俺
た
ち
は
ア
メ

リ
カ
陸
軍
４
４
２
部
隊
だ
。
言

い
直
せ
！
﹂
と
激
怒
し
て
掴
み

か
か
り
、
少
佐
は
謝
罪
し
て
敬

礼
し
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て

い
る
。

　

ま
た
日
系
人
女
性
１
万
人
も

陸
軍
省
で
情
報
・
軍
需
業
務
を

は
じ
め
日
系
人
収
容
所
か
ら
米

国
看
護
教
練
生
部
隊
へ
志
願
し

て
米
陸
軍
病
院
で
従
軍
し
た
。

発
行
さ
れ
た
切
手
は
、
ハ
ワ
イ

の
日
系
兵
士
の
戦
時
中
の
写
真

を
モ
デ
ル
に
し
た
活
版
印
刷
風

の
デ
ザ
イ
ン
で
、
英
語
の
文
字

が
日
本
語
の
縦
書
き
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
縦
に
寝
か
せ
て
レ
イ
ア

ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。
現
代
的
な

シ
ー
ル
切
手
だ
が
、
輪
郭
は
直

線
で
は
な
く
、
昔
な
が
ら
の
波

状
で
古
風
な
雰
囲
気
を
出
し
て

い
る
。
通
常
切
手
︵
フ
ォ
ー
エ

バ
ー
ス
タ
ン
プ
︶
と
し
て
現
在

全
米
の
郵
便
局
で
販
売
。
１

枚
55
セ
ン
ト
。
特
別
消
印
封

筒
も
米
国
郵
便
公
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
販
売
し
て
い
る
。

https://store.usps.com
日
系
二
世
部
隊

記
念
切
手
を
発
売
米国郵便公社

第
二
次
世
界
大
戦
で
活
躍

文
字
は
日
本
語
風
に
縦
配
列
、
写
真
も
白
黒
活
版
印
刷
風
で
輪
郭
も
波
状
の
古
風
な
デ
ザ
イ
ン

http://www.nyseikatsu.com
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15
作
り
方
①
薄
口
醤
油
と
み
り

ん
、
マ
グ
ロ
を
混
ぜ
る
。
②
タ

コ
ス
に
マ
グ
ロ
を
入
れ
、
赤
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ア
ボ
カ
ド
、
カ

イ
ワ
レ
を
散
ら
し
て
完
成
。

作
り
方
①
ノ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
フ

ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
、
強
火

で
ホ
タ
テ
と
海
老
を
素
早
く
４

分
ほ
ど
焼
き
、
バ
タ
ー
を
入
れ

て
仕
上
げ
る
。
②
皿
に
マ
ス
ク

リ
ン
サ
ラ
ダ
、
ホ
タ
テ
と
海
老

を
盛
り
付
け
て
完
成
。

＊
マ
ス
ク
リ
ン
サ
ラ
ダ
と
は
チ

ャ
ー
ビ
ル
、
ア
ル
グ
ラ
、
ス
ピ

ナ
ッ
チ
、
エ
ン
ダ
イ
ブ
な
ど
の

若
い
葉
野
菜
を
数
種
類
ミ
ッ
ク

ス
し
た
も
の
で
、
別
名
ス
プ
リ

ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
。

作
り
方
①
肉
の
両
面
に
塩
、
コ

シ
ョ
ウ
、
す
り
お
ろ
し
ニ
ン
ニ

ク
で
下
味
を
つ
け
る
。
②
大
き

め
の
ノ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
フ
ラ
イ

パ
ン
を
熱
し
て
油
を
入
れ
、
中

火
で
両
面
を
５
〜
７
分
焼
い
て

火
を
止
め
蒸
ら
す
。
③
冷
め
て

半
生
状
態
で
ス
ラ
イ
ス
し
、
木

製
ま
な
板
に
盛
り
付
け
る
。

＊
フ
ラ
ン
ク
と
は
牛
の
腹
に
近

い
方
の
バ
ラ
肉
の
一
部
で
、
日

本
で
は
﹁
笹
肉
﹂﹁
サ
サ
ミ
﹂

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
バ
ラ

肉
ら
し
い
濃
厚
な
甘
み
と
コ
ク

が
あ
り
な
が
ら
柔
ら
か
い
肉
質

で
、
す
っ
と
飲
み
込
め
る
の
が

特
徴
。

て
自
宅
で
料
理
し
て
み
よ
う
。

作
り
方
①
ク
ラ
ブ
の
下
ご
し
ら

え
＝
ク
ラ
ブ
の
背
ワ
タ
を
取
り

除
き
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

水
気
を
拭
き
取
っ
て
お
く
。
②

鍋
で
沸
か
し
た
湯
に
ク
ス
ク
ス

と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入
れ
て

混
ぜ
る
。
火
を
止
め
て
蓋
を
し

て
蒸
ら
し
、
ハ
ー
ブ
を
混
ぜ
込

む
。
③
ク
ラ
ブ
に
小
麦
粉
↓
溶

き
卵
↓
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
。
④

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
中
火

で
ク
ラ
ブ
の
背
か
ら
３
分
ほ
ど

　

ソ
フ
ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
と
は

脱
皮
直
後
の
殻
が
柔
ら
か
い
カ

ニ
を
指
し
、
北
米
東
海
岸
で
は

マ
グ
ロ
の
タ
ル
タ
ル
　
タ
コ
ス
包
み

ホ
タ
テ
と
海
老
の
ソ
テ
ー
、
マ
ス
ク
リ
ン
サ
ラ
ダ
添
え

フ
ラ
ン
ク
ス
テ
ー
キ

ソ
フ
ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
と
ク
ス
ク
ス

マグロ ................... 50g
薄口醤油 .......小さじ１
みりん ...........小さじ１
タコス

赤ラディッシュ
アボカド
カイワレ

ホタテと海老 ... ３個ずつ
油とバター ....各大さじ２
マスクリンサラダ

ソフトシェルクラブ
.............................４尾
溶き卵 ..................１個
小麦粉 ..................少々
油 ..................大さじ４
バター ...........大さじ２
レモン

クスクス１カップ
水 ..................１カップ
ハーブ（チャイブ、パ
セリ，チャンサイ、タ
ラゴンなどお好みで）
オリーブオイル ...適量
飾り用プチトマト

材料（２人前）

フランク肉 .......... 452g
塩、コショウ、
すりおろしニンニク
.............................適量
油 .........................少々

材料（２人前）

材料（２人前）

材料（２人前）

シェフ加藤孝良
岡山市出身。高校卒業後、リーガロイヤ

ルホテル（元新大阪ホテル）総料理長常

原久弥氏（元帝国ホテル料理長）のもと

でフランス料理の修業を積む。以降、東

京ヒルトンホテル、Queen Elizabeth Hil-
ton（モントリオール）、Palacio del Rio 
Hilton を経て New York Pierre、Carlyle、

Algonquin、Omni、Ritz Tower、Essex 
House hotel、日航ホテルなどでシェフ

を 50 年勤め、2017 年リタイア。現在

は創作料理教室主事。日経新聞出版「家

族で楽しむ休日ブランチ」「シェフ加藤

のフレンチアメリカン」出版。Chef de 
Cuisine of America Certifi cate 取得。

焼
き
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
裏
面

も
３
分
ほ
ど
焼
く
。
⑤
油
を
捨

て
て
、
バ
タ
ー
を
か
ら
め
て
レ

モ
ン
少
々
を
絞
っ
て
仕
上
げ

る
。
③
皿
に
ク
ス
ク
ス
、
ク
ラ

ブ
を
盛
り
つ
け
プ
チ
ト
マ
ト
を

飾
っ
て
完
成
。

＊
ク
ラ
ブ
自
身
の
塩
気
と
仕
上

げ
の
レ
モ
ン
だ
け
で
十
分
良
い

風
味
が
出
る
の
で
、
塩
コ
シ
ョ

ウ
は
不
要
。

ブ
ル
ー
ク
ラ
ブ
が
主
流
で
５
月

か
ら
８
月
が
旬
。
新
鮮
な
ソ
フ

ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
を
手
に
入
れ

　

今
号
で
は
今
が
旬
の
ソ
フ
ト
シ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
夏

に
ぴ
っ
た
り
な
メ
ニ
ュ
ー
を
12
箇
所
の
ホ
テ
ル
で
54
年
間
シ
ェ

フ
を
務
め
た
ベ
テ
ラ
ン
加
藤
シ
ェ
フ
が
ご
紹
介
。

＊
　

＊
　

＊

https://www.korin.com/korin-sharpening-service
https://kikkomanusa.com/


NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ

カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰

国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 

PRO
JEC

T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂
が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本

で
過
ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全

力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　

今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについての
お問い合わせ、NYコミュニティ
（無料）会員登録については、NY
相談デスク担当／ニューヨーク生活
プレス社社長　久松　茂まで、Eメー
ルでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com

無料NYコミュニティ参加の特典
・日本の情報などこれからの老後生活に

有益な情報がメルマガで得られます。

・オンライン・ワークショップなどの
案内が一般募集より前に届きます。

・ワークショップなどに参加できな
かった方も、後日セミナー動画の閲
覧が可能。

・お悩みごとに対して相談窓口が対応
します。

・ニューヨークでの現地有益情報のご
提供。

・オンライン健康コンサルティングの
料金特別割引など。

有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
始
動
！

　

４
月
か
ら
、FU

R
U

SA
T

O
 

PR
O

JE
C

T

無
料
NY
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
並
行
し
、
よ
り
具
体
的

で
詳
細
な
情
報
を
必
要
と
さ
れ

て
る
方
向
け
に
新
し
く
有
料
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

●
有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
特

典・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︵
有
料

会
員
の
方
同
士
を
繋
ぎ
ま
す
︶

・
有
料
会
員
向
け
メ
ル
マ
ガ︵
月

1
回
日
本
帰
国
に
関
す
る
有
益

情
報
を
配
信
︶

・
主
催
セ
ミ
ナ
ー
優
先
案
内
と

優
先
申
込

・
有
料
会
員
限
定
イ
ベ
ン
ト
実

施
︵
一
時
帰
国
プ
ラ
ン
や
住
ま

い
探
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画

予
定
︶ 

・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
向

け
の
特
典
も
全
て
受
け
ら
れ
ま

す
。

料
金
:  

月
１
６
５
０
円
︵
税

込
︶ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
:  

先
着
限
定

10
名
様
　
初
月
１
１
０
０
円

︵
税
込
︶

コロナ禍により、今後のＮＹコミュニティ活動

も当面はオンラインで行われます。FURUSATO 

PROJECTでは、10年以上の実績がありコン

ピュータ初心者への指導に定評のある講師をご

紹介いたします。これを機にコンピュータの初

歩的な機能を覚えてみませんか？　見える世界

が広がりますよ！

(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）6 月 26 日（土）

 日本クラブからのお知らせ
■バーチャル・サマーフェスティバル 2021

 「メトロポリタン・オペラ・オーケストラの音楽家を

応援しよう！」（オンライン・イベント）
 

開催日時： 7 月 9 日 ( 金 ) 7-8 PM 
 参加費：日本クラブ特製弁当付き　会員 $120、一般：$160
 詳細・お申し込み：www.nipponclub.org
 メトロポリタン・オペラ・オーケストラの音楽家たちは、一

時解雇により 1 年以上も収入がないまま、不確かな将来へ不
安を抱え、非常に困難な時期を過ごされています。そんな音
楽家たちに演奏の機会を提供すると共に、経済的サポートも
行いたいという思いから、今年のサマーフェスティバルは企
画されました。6 月 25 日にハドソンヤードで行われたコン
サートの映像を、メトロポリタン・オペラ・オーケストラで
唯一日本人の正規メンバーである安楽真理子氏（ハープ奏者）
の解説とともにご覧いただきます。ぜひご自宅で特製弁当を
お召し上がりいただきながら、メトロポリタン・オペラ・オー
ケストラの音楽家たちの演奏と、「Edge」からのニューヨー
ク・シティの夜景を、オンライン配信でお楽しみください。

■カルチャー講座　

 2021 年夏期
 6/25（金）から夏の講座を

開始いたします。詳細・お
申 込 み は www.nipponclub.
org/culture まで。

■インドアダイニング

 サービス開始のお知らせ

 （会員限定・要予約）
 6/18（金）より 4 階個室の一部をダイニングルームの代わり

として、金曜日の午後のみオープンしました。ぜひご利用く
ださい。ご予約、お問い合わせは mmita@nipponclub.org ま
で。ピックアップサービスも引き続き、ご利用いただけます

（月 - 金）。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

（Photo Courtesy of Rose Callahan/Metropolitan Opera）

 

デ
ジ
タ
ル
版 w

w
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

靴
磨
き
の
英
語
に
は
２
つ

あ

る
。
﹁SH

O
E

 SH
IN

E

﹂

と
﹁SH

O
E

 PO
LISH

﹂。
シ

ャ
イ
ン
は
主
に
米
国
、
英
国

は
ポ
リ
ッ
シ
ュ
が
使
わ
れ
る

よ
う
だ
。

　

敗
戦
国
日
本
は
ア
メ
リ
カ

の
影
響
大
、
靴
磨
き
も
米
国

流
シ
ャ
イ
ン
文
化
を
受
け

継
い
だ
の
は
ご
く
自
然
の

流
れ
と
い
え
る
。
当
時
、
一

番
上
等
な
靴
墨
は
﹁
Ｋ
﹂
と

い
う
薄
い
缶
に
入
っ
た
ワ
ッ

ク
ス
だ
っ
た
。
街
の
シ
ュ
ー

シ
ャ
イ
ン
ボ
ー
イ
も
、
日
比

谷
の
名
人
も
こ
の
ワ
ッ
ク
ス

を
使
っ
て
い
た
。

　

早
速
ま
ね
て
ア
メ
横
で
仕

入
れ
た
ワ
ッ
ク
ス
を
使

っ
て
み
た
。
そ
れ
ま
で

使
っ
て
い
た
国
産
の
ク

リ
ー
ム
と
違
っ
て
よ
く

光
っ
た
。
い
つ
の
間
に

か
ガ
ラ
ス
瓶
入
り
ク
リ

ー
ム
は
靴
箱
か
ら
追
放

さ
れ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も

靴
が
輸
入
さ
れ
、
米
か

ら
欧
へ
と
日
本
人
の
靴

の
好
み
も
移
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
靴
の
手
入
れ
法

も
変
わ
っ
た
。﹁
シ
ャ
イ
ン
﹂

︵
つ
や
を
出
す
︶
か
ら
﹁
ポ
リ

ッ
シ
ュ
﹂︵
こ
す
り
磨
く
︶
へ

と
。
気
が
つ
け
ば
、
わ
が
家

の
靴
墨
も
ワ
ッ
ク
ス
か
ら
ク

リ
ー
ム
へ
と
戻
っ
て
い
た
。　

︵
お
わ
り
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

383：「シャイン」と「ポリッシュ」

　

琴
・
三
味
線
奏
者
の
石
榑
雅

代
さ
ん
が
出
演
す
る
無
料
コ
ン

サ
ー
ト
﹁
メ
イ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
が
21

日
︵
月
︶
午
後
７
時
か
ら
、
ブ

ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
ア
ッ
パ

ー
テ
ラ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。︵
主

催
・
メ
イ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
︶。
コ

ン
サ
ー
ト
前
半
は
26
人
に
よ
る

琴
、
三
味
線
の
現
代
曲
演
奏
、

後
半
は
琴
、
三
味
線
、
チ
ェ
ロ
、

フ
ル
ー
ト
、
ベ
ー
ス
、
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
レ
ン
ジ
作

品
を
演
奏
し
た
。
出
演
は
石
榑

さ
ん
の
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
に
モ
ー

リ
ー
・
ア
ロ
ン
ソ
ン
︵
チ
ェ

ロ
︶、
サ
エ
キ
・
マ
ユ
︵
フ
ル

ー
ト
︶、
ト
ッ
ド
・
イ
ス
ラ
ー

︵
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
︶、
ア
ー
サ

ー
・
ケ
ル︵
ベ
ー
ス
︶。
曲
目
は
、

okoto
、
宙
ち
ゅ
、
春
興
な
ど

５
曲
を
演
奏
し
た
。

日本の音響く
ビルの谷間に
石榑さんら演奏

ブライアントパーク

　

ア
マ
ゾ
ン
創
業
者
ジ
ェ
フ
・

べ
ゾ
ス
氏
の
元
妻
で
世
界
で
も

指
折
り
の
女
性
の
富
豪
マ
ッ

キ
ン
ジ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
さ
ん

︵
51
︶
が
６
月
15
日
、
２
８
６

団
体
に
総
額
27
億
ド
ル
︵
約

３
０
０
０
億
円
︶
の
寄
付
を
行

う
と
発
表
し
た
。
そ
の
中
に
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
全
米
日
系
人

博
物
館
と
同
リ
ト
ル
東
京
に
あ

る
ア
ジ
ア
系
劇
団﹁
イ
ー
ス
ト
・

ウ
エ
ス
ト
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
﹂

が
あ
り
、
全
米
日
系
人
博
物
館

が
１
０
０
０
万
ド
ル
︵
約
11
億

円
︶
の
寄
付
を
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
た
。
在
米
日
系
団
体
が
一

度
に
受
け
る
寄
付
額
と
し
て
は

史
上
最
高
と
な
る
。

　

ス

コ

ッ

ト

さ

ん

は
、

２
０
１
９
年
の
離
婚
時
に
、
ア

日
系
施
設
に
巨
額
寄
付

全
米
日
系
人
博
物
館
に
11
億
円

マ
ゾ
ン
株
4
％
を
受
け
取
り
、

そ
の
資
産
は
現
在
６
０
０
億
ド

ル
︵
約
６
兆
６
０
０
０
億
円
︶

と
言
わ
れ
る
。
今
回
の
寄
付
先

は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
学
生
が

多
い
大
学
や
、
文
化
・
芸
術
活

動
の
団
体
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

本
拠
を
構
え
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
の
﹁
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ

ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ダ
ン
ス
・

シ
ア
タ
ー
﹂
も
入
っ
て
い
る
。

ス
コ
ッ
ト
さ
ん
は
昨
年
も
、
総

額
60
億
ド
ル
︵
約
６
６
０
０
億

円
︶
の
寄
付
を
行
っ
て
お
り
、

死
ぬ
ま
で
に
、
資
産
は
す
べ
て

寄
付
す
る
こ
と
を
公
約
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
超
高

額
の
寄
付
は
続
き
そ
う
だ
。

 
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
市
リ
ト
ル
東
京
に

あ
る
も
う
一
つ
の
日
系
施

設
、
日
米
文
化
会
館
で
は
5
月

に
、
3
年
間
に
わ
た
っ
て
ポ
ー

ル
・
ゲ
テ
ィ
財
団
の
寄
付
組

織
か
ら
２
０
０
万
ド
ル
︵
約

2
億
２
０
０
０
万
円
︶
の
寄
付

を
受
け
る
と
発
表
し
て
い
る
。

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:mmita@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

国
連
本
部
か
ら
2
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
る
築
１
０
０
年
の

4
階
建
て
伝
統
的
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー
ン
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

が
、
外
観
を
崩
す
こ
と
な
く
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
完
全
に

新
し
く
設
計
し
直
し
た
日
本
の
建
設
会
社
グ
ル
ー
プ
の

手
に
よ
っ
て
見
事
に
蘇
っ
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
政
府
官
僚
、
外
国
王
室
、
富
裕
層
、

企
業
経
営
者
、
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
が
代
々
住
居
を

構
え
る
閑
静
で
高
級
な
住
宅
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ビ
ー

ク
マ
ン
・
プ
レ
イ
ス
に
位
置
す
る
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
。

　

手
掛
け
た
の
は
、
髙
松
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
グ
ル

ー
プ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
、
基
礎
構
造
部
分
を
鉄
筋
に
入
れ
替

え
、
住
宅
建
築
で
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
基
礎
補
強
工
事

を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
を
す
べ
て
新
し

く
設
計
、
オ
ー
プ
ン
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
統
一
、
リ
ビ
ン

グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
中
央
に
オ
ー
プ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

キ
ッ
チ
ン
を
置
き
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
全
部
を
使
っ
た
マ

ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
ス
イ
ー
ト
、
屋
上
テ
ラ
ス
も
併

設
、
最
新
の
空
調
設
備
が
整
い
、
明
る
く
贅
沢
な
空
間

創
り
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
伝
統
的
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
美
し
い
調
和
を
実
現
さ
せ
て

い
る
。

　

同
社
の
曽
我
太
一
社
長
は
﹁
２
０
１
８
年
に
本
格
的

に
米
国
に
進
出
し
、
本
件
が
当
社
に
と
っ
て
初
め
て
の

海
外
で
の
施
工
物
件
と
な
っ
た
。
施
工
中
は
日
米
の
施

工
の
違
い
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
る
な
ど
、
多

く
の
苦
労
が
あ
っ
た
が
無
事
に
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
い
か
な
る
苦
労
が
あ
っ
て
も
、
建
設
に
携
わ

る
人
々
の
﹃
良
い
建
物
を
建
て
た
い
﹄
と
い
う
情
熱
は

国
が
違
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
実
感
し
た
。
今

後
も
米
国
で
高
い
品
質
の
建
物
の
提
供
を
目
指
し
て
い

き
た
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

建
物
は
４
階
建
て
、
敷
地
面
積
は
１
９
５
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
。
建
物
面
積
は
４
４
３
２
平
方
フ
ィ
ー
ト
、
販

売
価
格
は
９
９
５
万
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、電
話
２
０
１
・
６
８
６
・
５
２
６
３
、

Ｅ

メ

ー

ル　

furum
otorealtyusa@

gm
ail.com

　

エ
ヴ
ァ
ン
ス
容
子
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

髙
松
建
設
が
Ｎ
Ｙ
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
全
面
改
装

　

第
24
回
年
次
日
本
酒
イ
ベ
ン

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
パ
ネ
ル
討
論
会

が
６
月
９
日
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
主
催
で
行
わ
れ

た
。
米
国
人
日
本
酒
伝
道
師
と

言
わ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ン
ト
ナ

ー 

氏
の
司
会
で
広
島
県
の
﹁
今

田
酒
造
﹂
の
代
表
取
締
役
社
長

兼
杜
氏
︵
と
う
じ
︶
の
今
田
美

穂
氏
、
島
根
県
の
﹁
李
白
酒
造

有
限
会
社
﹂
代
表
取
締
役
社
長

の
田
中
裕
一
郎
氏
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
区
で
酒
蔵
﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ク
ラ
﹂
を
ブ
ラ
ン
ド
ン
・

ド
ゥ
ー
ア
ン
氏
と
共
同
経
営
す

る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ポ
ー
レ
ン
氏

を
繋
い
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
影
響
、
居
酒
屋
や
バ

ー
が
閉
ざ
さ
れ
て
家
で
飲
む
日

本
の
実
情
、
日
本
と
米
国
の
造

酒
、質
疑
応
答
な
ど
討
論
し
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ポ
ー
レ
ン

氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
ジ
ネ
ス

も
雇
用
者
も
減
少
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
現
在
は
ワ
ク
チ

ン
が
行
き
渡
り
正
常
化
が
期
待

さ
れ
る
と
語
っ
た
。
今
田
氏
は

日
本
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
や
居
酒

屋
が
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
め
ら
れ
て

酒
造
元
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

遅
れ
る
中
、
農
家
が
酒
の
原
料

を
30
％
か
ら
40
％
減
ら
し
て
い

る
こ
と
が
心
配
だ
と
語
っ
た
。

田
中
氏
は
、﹁
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
﹂

を
念
頭
に
こ
の
﹁
ダ
ウ
ン
タ
イ

ム
﹂
時
に
せ
っ
せ
と
顧
客
と
の

繋
が
り
を
保
ち
、
時
間
の
あ
る

時
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
お

き
た
い
﹂
と
話
し
た
。

　

日
本
で
居
酒
屋
や
バ
ー
が
閉

ざ
さ
れ
て
家
で
飲
む
日
本
酒
に

つ
い
て
、
今
田
氏
は
ペ
ア
リ
ン

グ
を
奨
励
す
る
。
イ
タ
リ
ア
ン

の
相
性
も
良
い
。
夏
に
氷
を
一

つ
︵
但
し
氷
の
質
も
吟
味
す
る

こ
と
︶入
れ
て
も
美
味
し
い
し
、

炭
酸
や
レ
モ
ン
を
使
っ
て
も
カ

ク
テ
ル
と
は
一
味
違
う
も
の
が

で
き
る
。
盃
を
を
グ
ラ
ス
な
ど

に
換
え
る
の
も
お
酒
を
楽
し
む

一
つ
の
方
法
だ
と
語
る
。︵
ワ

イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

　

写
真
は
左
上
か
ら
時
計
ま
わ

り
で
司
会
の
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ン
ト

ナ
ー 

氏
、
酒
蔵
﹁
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ク
ラ
﹂
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ポ
ー
レ
ン
氏
、
島
根
県
の
﹁
李

白
酒
造
有
限
会
社
﹂
代
表
取
締

役
社
長
の
田
中
裕
一
郎
氏
、﹁
今

田
酒
造
﹂
の
代
表
取
締
役
社
長

兼
杜
氏
の
今
田
美
穂
氏
。

コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
酒

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
主
催
討
論
会

「
新
し
い
ペ
ア
リ
ン
グ
生
む
機
会
に
」

mailto:furumotorealtyusa@gmail.com%E3%80%80
mailto:furumotorealtyusa@gmail.com%E3%80%80
mailto:furumotorealtyusa@gmail.com%E3%80%80
mailto:furumotorealtyusa@gmail.com%E3%80%80
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net


(5  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）6 月 26 日（土）
　

最
近
の
研
究
で
、
病
気
の
原

因
は
基
本
的
に
栄
養
不
足
で
あ

る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
栄
養
不
足
が
原
因
の

代
表
的
な
病
気
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
不
足
に
よ
る
﹁
壊
血

病
﹂
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
に

よ
る
﹁
脚
気
﹂
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
、

3
、
６
、
鉄
と
亜
鉛
不
足
に
よ

る
﹁
ペ
ラ
グ
ラ
︵
ナ
イ
ア
シ
ン

欠
乏
症
︶
﹂
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足

に
よ
る
﹁
く
る
病
﹂
、
そ
し
て

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
全
般
、
特
に
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
12
が
不
足
す
る
こ
と

で
﹁
認
知
症
﹂
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
家
や
車
や
全
て
の
物

資
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
を

構
成
し
て
い
る
材
料
不
足
で
崩

壊
し
て
い
く
状
態
を
、
人
間
の

場
合
は
病
気
と
呼
ぶ
の
で
す
。

　

ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ビ
ル
の

﹃
白
鯨
﹄
の
話
の
元
に
な
っ
た

15
〜
16
世
紀
ご
ろ
の
大
航
海
時

代
に
、
多
く
の
船
員
が
ビ
タ
ミ

ン
不
足
が
原
因
の
病
気
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

12
不
足
と
認
知
症
と
の
関
係
に

つ
い
て
知
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス

の
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の

記
者
、
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
コ
ー
ル

マ
ン
博
士
の
著
書
﹁D

em
en-

tia M
yth

︵
認
知
症
伝
説
︶﹂

を
読
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
質
の

悪
い
保
存
食
、
つ
ま
り
死
ん
だ

食
べ
物
を
食
べ
て
い
た
こ
と
が

原
因
。
生
き
生
き
し
た
健
康
な

人
間
で
あ
る
た
め
に
は
、
生
き

生
き
元
気
な
食
べ
物
を
食
べ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並

ん
で
い
る
色
と
り
ど
り
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
入
っ
た
添
加
物
タ
ッ

プ
リ
の
加
工
食
品
、
レ
ス
ト
ラ

第
３
回 
　
病
気
の
原
因
は
栄
養
不
足

ン
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
に
調
理

さ
れ
た
食
事
、
最
近
人
気
を
集

め
て
い
る
レ
シ
ピ
付
き
の
食
材

宅
配
の
調
理
キ
ッ
ト
な
ど
、
自

分
の
口
に
入
る
ま
で
に
人
の
手

が
か
か
れ
ば
か
か
る
ほ
ど
、
値

段
は
上
が
り
、
鮮
度
は
落
ち
て

栄
養
価
が
下
が
り
ま
す
。

　

何
を
食
べ
る
の
か
は
勿
論
皆

さ
ん
の
チ
ョ
イ
ス
で
す
。で
も
、

自
分
を
生
か
す
食
事
を
し
な
け

れ
ば
、
ど
ん
な
に
優
秀
な
能
力

を
持
っ
て
い
て
も
、
ど
ん
な
に

美
し
い
心
を
持
っ
て
い
て
も
、

自
分
を
充
分
に
生
か
す
前
に
病

気
に
な
る
か
、
一
生
が
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
が
落
ち
で
す
。

　

病
気
を
治
す
に
し
て
も
、
死

ん
だ
食
べ
物
を
食
べ
て
な
っ
た

病
気
が
、
命
を
持
た
な
い
薬
で

治
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
頭

は
ボ
ー
っ
と
し
、
死
ん
だ
魚
の

よ
う
な
眼
を
し
て
背
中
を
丸

め
、
ス
マ
ホ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
張
り
付
い
て
生
き
る
の
が
精

い
っ
ぱ
い
で
し
ょ
う
。
病
気
を

治
す
た
め
に
必
要
な
の
は
、
不

足
し
て
い
る
生
命
力
の
補
充
で

す
。
新
鮮
な
食
材
の
買
い
出
し

に
行
き
、
キ
ッ
チ
ン
に
立
っ
て

調
理
を
す
る
べ
き
で
す
。
疲
れ

た
時
こ
そ
、
栄
養
の
偏
っ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

食
事
を
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
れ

ば
、
心
と
体
の
ブ
ス
化
が
進
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
朝
食
は

ベ
ー
コ
ン
＆
エ
ッ
グ
な
ど
の
高

蛋
白
質
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
こ

と
。
そ
れ
か
ら
朝
食
を
抜
か
な

い
こ
と
。
自
然
と
シ
ュ
ガ
ー
・

ク
レ
ー
ビ
ン
グ
や
ス
ナ
ッ
キ
ン

グ
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。　

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

１
９
１
７
年
創
業
の
老
舗
書

店
﹁
ド
ラ
マ
・
ブ
ッ
ク
・
シ
ョ

ッ
プ
﹂
が
10
日
、
以
前
の
場
所

か
ら
１
ブ
ロ
ッ
ク
南
の
西
39
丁

目
２
６
６
番
地
に
移
転
し
再
オ

ー
プ
ン
し
た
。
同
店
は
演
劇
に

関
す
る
書
籍
や
台
本
、
楽
譜
な

ど
を
多
く
取
り
揃
え
る
書
店
だ

が
、
２
０
１
８
年
に
オ
ー
ナ
ー

の
ロ
ザ
ン
ヌ
・
シ
ー
レ
ン
さ
ん

が
テ
ナ
ン
ト
料
の
高
騰
で
店
舗

移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を

表
明
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を

知
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
ハ
ミ

ル
ト
ン
﹂
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で

俳
優
の
リ
ン
・
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ミ
ラ
ン
ダ
や
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、演
出
家
、

劇
場
支
配
人
が
同
店
を
買
収
、

共
同
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　

リ
ン
・
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ミ
ラ

ン
ダ
は
同
店
に
高
校
生
の
頃
か

ら
通
い
、
19
歳
の
時
に
地
下
室

で
ト
ニ
ー
賞
受
賞
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
﹁
イ
ン
・
ザ
・
ハ
イ
ツ
﹂
を

書
き
上
げ
て
い
る
。
新
店
舗
は

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
舞
台
美
術
を
手

が
け
た
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
コ
リ
ン

ズ
が
手
が
け
、
前
店
舗
の
雰
囲

気
を
継
続
し
、
壁
に
は
多
く

の
演
劇
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ

て
い
る
。
現
在
入
店
は
予
約

制
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
dram

abookshop.com
/

楽しい
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演
劇
専
門
の
老
舗
書
店

ご
近
所
に
移
転

　

帝
王
学
ス
ク
ー
ル
運
営
会
社

ミ
コ
ト
イ
ン
ク
︵
紫
藤
由
美
子

代
表
︶
は
17
日
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ

ナ
ー
﹁W

hat's 

帝
王
学
？ 

今

の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
リ
ー

ダ
ー
と
は
﹂
を
開
催
し
た
。
講

師
の
桂
大
生
氏
が
、
己
を
知

り
、
他
者
を
知
り
、
現
実
の
流

れ
と
時
を
読
み
取
る
技
術
と
し

て
の
帝
王
学
を
解
説
し
た
。
帝

王
学
と
は
人
生
を
改
良
す
る
公

式
で
、持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
・

資
質
に
環
境
が
加
わ
り
、
生
き

方
と
考
え
方
で
人
生
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
学
問
。

な
ぜ
帝
王
学
が
必
要
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、桂
講
師
は﹁
多

様
性
が
当
た
り
前
の
現
代
に
、

ブ
レ
ず
に
生
き
る
、
そ
の
た
め

に
帝
王
学
が
必
要
﹂
と
説
く
。

そ
の
た
め
の
帝
王
学
の
原
理
原

則
と
し
て
、
仁
徳
：
仕
事
＝
見

返
り
を
求
め
ず
に
尽
く
す
、
義

徳
：
成
果
＝
誠
実
に
生
き
る
、

裏
切
ら
な
い
、
筋
を
通
す
。
礼

徳
：
希
望
＝
綺
麗
な
言
葉
使
い

を
す
る
、長
幼
の
序
を
弁
え
る
。

智
徳
：
使
命
＝
聡
明
な
勉
強
を

自
ら
率
先
し
て
行
う
。
信
徳
：

魅
力
＝
信
頼
を
得
て
人
心
掌

握
、
影
響
力
を
放
ち
唯
一
無
二

の
存
在
に
な
る
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
解
説
し
た
。
そ
し
て
帝

王
学
の
基
礎
理
論
と
し
て﹁
仁
﹂

＝
守
る
、﹁
義
﹂＝
攻
め
る
、﹁
礼
﹂

＝
伝
え
る
、﹁
智
﹂＝
学
ぶ
、﹁
信
﹂

＝
引
き
寄
せ
る
、
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参

加
者
が
グ
ル
ー
プ
討
論
で
﹁
や

る
気
の
な
い
社
員
を
ど
う
や
る

気
に
さ
せ
る
か
﹂
と
い
う
テ
ー

マ
で
意
見
を
交
わ
し
た
。
詳

細

はhttps://m
ikoto-inc.

com
/global/

リ
ー
ダ
ー
と

帝
王
学

オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.dramabookshop.com/
https://mikoto-inc.com/global/
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.startsnewyork.com
https://www.suhakobi.com
http://newyork-apartment-realestate.com
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有
効
期
限
切
れ
の
ワ
ク
チ
ン

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
会
場

９
０
０
人
に
接
種

日本の人形、時代と歩む
　

日
本
ク
ラ
ブ
は
今
月
17
日
か

ら
７
月
28
日
ま
で
日
本
人
形
玩

具
学
会
の
後
援
を
受
け
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
﹁
日
本

の
人
形
・
昭
和
か
ら
平
成
そ
し

て
令
和
へ
﹂
を
開
催
中
だ
。
初

日
に
は
日
本
全
国
を
巡
回
し
、

ま
た
パ
リ
で
も
開
催
し
大
人
気

を
博
し
た
﹁
誕
生
50
周
年
記
念

リ
カ
ち
ゃ
ん
展
﹂
の
仕
掛
け
人

佐
藤
豊
彦
氏
が
昭
和
か
ら
令
和

へ
の
人
形
の
変
遷
に
つ
い
て
紹

介
し
、
令
和
２
年
度
国
立
劇
場

文
楽
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
吉
田

勘
彌
氏
が
、
世
界
無
形
文
化
遺

産
の
﹁
文
楽
﹂
の
奥
深
い
魅
力

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
３
０
０

年
以
上
続
く
人
形
劇
で
あ
る
文

楽
は
、
ま
る
で
人
間
の
よ
う
に

人
形
を
操
る
高
い
技
術
や
、
古

典
物
語
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
の
一
部
を

紹
介
し
た
︵
文
楽
ミ
ニ
公
演
協

力
・
横
浜
市
栄
区
︶。

　

 

同
展
で
は
、
昭
和
か
ら
平

成
、
そ
し
て
令
和
ま
で
、
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
人
気
の
あ

っ
た
人
形
を
時
代
ご
と
に
展
示

し
、
そ
の
時
代
背
景
と
共
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
会
期
中
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
正

解
し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
5

人
に
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
が
当
た

る
ク
イ
ズ
も
掲
載
予
定
。協
賛
・

Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド (

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
基
金)

。

１
９
２
６
年
に
米
国
で
同
志
社

大
で
神
学
を
教
え
た
経
験
が
あ

る
宣
教
師
の
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ュ

ー
リ
ッ
ク
が
、
日
本
に
人
形
を

贈
っ
て
関
係
を
改
善
し
よ
う
と

計
画
し
た
日
米
親
善
人
形
交
流

に
も
触
れ
た
。
日
本
ク
ラ
ブ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中
だ
。

h
ttps://n

ippon
g

allery
.

nipponclub.org/

日
本
ク
ラ
ブ
企
画
展

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

オンラインレセプション開催

青
い
目
の
人
形
が
届
き
日
米
人
形
交
流
が
始
ま
っ
た

文楽の魅力を解説する吉田氏

子
供
た
ち
に
愛
さ
れ
た
人
形
の
歴
史
を
紹
介
す
る
佐
藤
氏

人
形
交
流
に
貢
献
し
た
渋
沢
栄
一

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
に

よ
る
と
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

に
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

で
今
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
、

期
限
切
れ
の
ワ
ク
チ
ン
を
約

９
０
０
人
に
接
種
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
期
限
が
切
れ

て
い
た
の
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

の
ワ
ク
チ
ン
で
。
接
種
者
に
は

メ
ー
ル
な
ど
で
、
で
き
る
限
り

早
め
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
直
す
よ
う
告
知
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。　

　

同
会
場
は
当
初
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
ー
業
界
の
関
係
者
向
け
に
開

設
さ
れ
た
が
、
現
在
は
観
光
客

を
含
め
た
希
望
者
が
予
約
な
し

で
接
種
で
き
る
場
所
。
会
場
を

運
営
す
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
ワ
ク
チ
ネ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
謝
罪
と
と

も
に
、﹁︵
期
限
切
れ
ワ
ク
チ
ン

の
︶
危
険
性
は
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
﹂
と
表
明
し
て
い
る
。

保
健
局
も
﹁
危
険
性
は
な
い
﹂

と
述
べ
て
お
り
、
再
度
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
勧
め
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
﹁
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

を
確
実
に
す
る
た
め
﹂
と
説
明

し
て
い
る
。
無
料
特
設
会
場
は

徐
々
に
縮
小
さ
れ
る
予
定
。

　

日
本
の
水
際
対
策
措
置
に
お

い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
及
び

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
が
変
異
株
Ｂ

１
・
６
１
７
の
指
定
国
・
地
域

の
指
定
か
ら
解
除
さ
れ
た
。
21

日
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
発

表
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
２
州
に

居
住
・
滞
在
し
て
い
る
人
で
、

日
本
時
間
６
月
24
日
午
前
０
時

以
降
に
日
本
に
入
国
す
る
人

は
、
入
国
時
に
検
疫
所
長
の
指

定
す
る
施
設
に
お
い
て
３
日
間

待
機
︵
隔
離
︶
す
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
。
入
国
後
14
日
間
の

期
間
を
自
宅
な
ど
で
待
機
す
る

措
置
は
引
き
続
き
残
る
。

３
日
間
の
隔
離
制
限
を
解
除

Ｎ
Ｙ
と
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
住
人
の
帰
国

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
︵
11

月
２
日
投
開
票
︶
に
向
け
た

予
備
選
挙
の
投
開
票
が
22
日

行
わ
れ
た
。
今
回
初
め
て
候

補
者
を
最
大
５
人
ま
で
の
優

先
順
位
を
記
入
す
る
と
い
う

Ｒ
Ｃ
Ｖ
︵R

anked

　

C
hoice

　

V
oting

：

順
位
選
択
投
票
︶

方
式
が
取
ら
れ
、
ま
た
郵
便
投

票
分
の
集
計
も
あ
る
こ
と
か
ら

勝
者
確
定
に
は
数
週
間
か
か
る

可
能
性
が
高
い
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
第
一
選

択
の
表
を
集
計
中
で
、
23
日
午

前
10
時
現
在
で
は
各
種
世
論
調

査
の
予
想
通
り
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
警
の
警
官
で
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
区
長
の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
候
補
︵
60
︶
＝
写
真
上
＝
が

30
％
で
ト
ッ
プ
、
デ
ブ
ラ
シ
オ

市
長
の
元
顧
問
の
マ
ヤ
・
ワ
イ

リ
ー
候
補
︵
57
︶
が
22
％
で
２

位
。
Ｎ
Ｙ
市
衛
生
局
の
元
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
で
あ
る
キ
ャ
ス
リ

ン
・
ガ
ル
シ
ア
候
補
︵
51
︶
が

19
％
で
３
位
。
ア
ジ
ア
系
の

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ヤ
ン
候
補

︵
46
︶
は
４
位
11
％
と
予
想
外

の
低
迷
、
投
票
締
め
切
り
後
2

時
間
ほ
ど
で
敗
北
宣
言
し
た
。

　

第
一
選
択
で
過
半
数
を
獲
得

す
れ
ば
そ
の
ま
ま
勝
者
が
確
定

す
る
が
、
過
半
数
獲
得
者
が
い

な
い
場
合
は
第
２
選
択
の
票
を

集
計
す
る
。
こ
の
際
、
第
１
選

択
で
も
っ
と
も
票
の
少
な
か
っ

た
候
補
は
外
さ
れ
、
外
さ
れ
た

候
補
の
得
票
は
投
票
者
が
第
２

選
択
に
し
て
い
た
候
補
に
振
り

分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
繰
り
返

し
、
最
後
に
残
っ
た
2
人
の
う

ち
得
票
が
多
い
方
が
勝
者
と
な

る
。
民
意
が
よ
り
反
映
さ
れ
る

と
さ
れ
る
が
、
接
戦
の
場
合
は

開
票
に
時
間
が
か
か
る
。

　

一
方
、
共
和
党
は
72
％
の
得

票
数
を
獲
得
し
た
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
創
設
者
の

カ
ー
テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ
候
補

︵
67
︶
に
決
ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
タ
ク
シ
ー
運
転
手
連

盟
の
創
設
者
で
あ
る
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
マ
テ
オ
候
補
︵
63
︶
は

28
％
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
は
共
和
党
支
持
者
よ
り
も
民

主
党
支
持
者
の
方
が
圧
倒
的
に

多
い
た
め
民
主
党
の
予
備
選
挙

の
勝
者
が
次
の
市
長
と
な
る
可

能
性
が
非
常
に
高
い
。

　

た
だ
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
治
安
改
善
が
今
回
の
市
長
選

挙
の
目
玉
と
し
て
本
番
の
11
月

ま
で
突
入
し
た
場
合
や
、
民
主

党
候
補
に
致
命
的
な
大
き
な
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
が
浮
上
し
た

場
合
、
共
和
党
の
勝
算
も
消
え

て
い
な
い
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
元

検
事
総
長
が
民
主
党
黒
人
現
職

の
デ
ィ
ン
キ
ン
ス
市
長
を
破
っ

て
共
和
党
か
ら
市
長
に
な
っ
た

例
や
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
前
市
長

の
例
が
あ
る
。

　

投
票
直
前
の
20
日
に
発
表
さ

れ
た
統
計
調
査
会
社
イ
ソ
プ
ス

の
最
新
世
論
調
査
で
は
、
民
主

ア
ダ
ム
ス
候
補
が
28
％
ト
ッ
プ

で
次
が
20
％
で
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ヤ
ン
候
補
だ
っ
た
。
以
下

３
位
が
15
％
で
元
衛
生
委
員
の

キ
ャ
ス
リ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
候
補
、

４
位
が
13
％
で
市
長
顧
問
の
マ

ヤ
・
ワ
イ
リ
ー
候
補
だ
っ
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｖ
方
式
で
も
、
ア
ダ
ム
ス

候
補
と
ヤ
ン
候
補
の
２
人
に
よ

る
決
選
投
票
と
な
る
第
７
ラ
ウ

ン
ド
で
ア
ダ
ム
ス
候
補
が
56
％

で
ヤ
ン
候
補
の
44
％
を
上
回
っ

た
。
イ
ソ
プ
ス
の
世
論
調
査
で

の
支
持
率
を
政
策
別
に
見
る

と
、
有
権
者
の
55
％
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
直
面
し
て
い
る
最

も
大
き
な
問
題
は
﹁
治
安
﹂
と

答
え
て
お
り
、
こ
の
政
策
で
ア

ダ
ム
ス
氏
が
最
も
信
頼
で
き
る

と
し
た
人
は
39
％
、
ヤ
ン
候
補

の
同
15
％
を
大
き
く
引
き
離
す

圧
倒
的
強
さ
を
示
し
て
い
た
。

ジュリアーニ氏（左）と勝利宣言する共和党カーティス候補
（22 日午後 11 時市内レストランで、写真・小田啓二）

治
安
で
勝
負
な
ら
共
に
プ
ロ

Ｎ
Ｙ
市
長
選
予
備
選
勝
者
秋
本
番
の
陣
へ

民
主
ア
ダ
ム
ス
対

共
和
カ
ー
テ
ィ
ス

https://nippongallery.nipponclub.org/
https://mikoto-inc.com/global/
http://www.iiicareer.com/
mailto:kenji.otsubo@verizon.net
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京
都
の
美
術
館
﹁
え
き
﹂
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

で
4
月
3
日
か
ら

﹁
時
間
〜T

IM
E

　

BO
W

IE

×

K
Y

O
T

O

×SU
K

IT
A

　

鋤

田
正
義
写
真
展
﹂
が
始
ま
り
、

ぜ
ひ
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い

た
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
４
月

24
日
で
臨
時
休
館
と
な
り
、
残

念
な
こ
と
に
そ
の
ま
ま
終
了
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

鋤
田
正
義
氏
は
、
広
告
・
音

楽
・
映
画
な
ど
の
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
で
活
躍
し
て
き
た
写

真
家
で
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ

イ
の
代
表
的
な
ア
ル
バ
ム
﹃
ヒ

ー
ロ
ー
ズ
︵H

eroes

︶﹄
の
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
は
有
名
で
す
。
鋤
田

氏
と
ボ
ウ
イ
は
、
１
９
７
２
年

に
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

のT
-REX

を
撮
影
す
る
た
め

に
訪
れ
た
ロ
ン
ド
ン
で
出
会

い
、
そ
の
翌
年
か
ら
鋤
田
氏
が

ボ
ウ
イ
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
に

同
行
し
、
そ
れ
以
後
彼
ら
２
人

の
交
友
は
ボ
ウ
イ
が
こ
の
世
を

去
る
ま
で
お
よ
そ
40
年
間
に
わ

た
っ
て
続
き
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

あ
っ
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ

は
大
の
親
日
家
で
、
京
都
に
も

た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
に
﹁
ボ
ウ
イ
は

京
都
に
住
ん
で
い
た
﹂
と
伝
え

ら
れ
る
ほ
ど
、
多
く
の
目
撃
情

報
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

展
覧
会
で
は
、
彼
ら
が
京
都
で

過
ご
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時

間
の
写
真
の
数
々
を
展
示
し
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
で
展

示
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
ボ
ウ

イ
が
訪
れ
た
有
名
な
ス
ポ
ッ
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
つ
は
、
京
都
市
北
区
西
賀

茂
に
あ
る
臨
済
宗
南
禅
寺
派

の
正
伝
寺
で
す
。
本
堂
は
伏

見
城
御
成
殿
の
遺
構
を
移
し

た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
白
い
砂
利
が
敷
き
詰
め
ら

れ
た
美
し
い
枯
山
水
の
庭
園
で

有
名
で
す
。
晴
れ
た
日
に
は
比

叡
山
を
借
景
に
し
た
素
晴
ら
し

い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
９
８
０
年
代
に
、
宝
焼

酎
﹁
純
﹂
の
Ｃ
Ｍ
に
ボ
ウ
イ
が

出
演
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
宝
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
元

会
長
の
細
見
吉
郎
氏
は
﹁
ボ
ウ

イ
の
希
望
に
よ
り
正
伝
寺
で
撮

影
し
た
﹂
と
証
言
し
て
い
ま
す
。

私
も
先
日
、
こ
の
お
寺
を
訪
れ
、

美
し
い
庭
園
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
ボ
ウ
イ
は
静
寂
に
包
ま
れ

た
こ
の
庭
園
を
見
な
が
ら
何
を

考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
は
、
残
念
な
が
ら

私
は
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、京
都
の
老
舗
旅
館
﹁
御

三
家
﹂
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
俵

屋
旅
館
で
す
。
伊
藤
博
文
や
木

戸
孝
允
等
明
治
の
元
勲
も
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
高
級
旅
館
と

し
て
知
ら
れ
、
最
近
で
は
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
も
定
宿
と

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ボ
ウ
イ

も
先
ほ
ど
の
宝
酒
造
の
Ｃ
Ｍ
撮

影
の
際
に
宿
泊
し
、
１
９
９
０

年
代
に
も
妻
イ
マ
ン
と
新
婚
旅

行
で
訪
れ
た
際
に
も
１
週
間
ほ

ど
滞
在
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

そ
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
江
戸
時

代
に
創
業
し
た
生
そ
ば
の
老
舗

﹁
晦
庵 

河
道
屋 

本
店
﹂
も
よ
く

利
用
し
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
東
山
駅
近
く
の
古

川
町
商
店
街
に
創
業
約
70
年
の

う
な
ぎ
店
﹁
野
田
屋
﹂
を
訪

れ
、
名
物
の
﹁
八
幡
巻
き
︵
や

わ
た
ま
き
︶﹂
を
買
っ
た
ら
し

く
、
店
先
に
は
コ
ー
ト
姿
の
ボ

ウ
イ
と
若
か
り
し
頃
の
店
主
を

収
め
た
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
八
幡
巻
き
は
、
ご
ぼ
う

に
鰻
や
肉
を
巻
い
た
郷
土
料
理

で
す
が
、
大
変
残
念
な
こ
と
に

野
田
屋
は
２
０
１
９
年
に
閉
店

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

デヴィッド・ボウイ
と京都

　

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
は
17
日
、
奴
隷
解
放
を
祝
う

６
月
19
日
﹁
ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー

ン
ス
﹂
を
12
件
目
の
連
邦
祝
日

と
す
る
法
案
に
署
名
し
た
。 

　

同
祝
日
は
、
１
８
６
５
年
６

月
19
日
に
北
軍
が
テ
キ
サ
ス
州

ガ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ン
で
奴
隷
解
放

宣
言
を
読
み
上
げ
た
こ
と
を
記

念
す
る
。
連
邦
祝
日
が
承
認
さ

れ
る
の
は
、
１
９
８
３
年
の
キ

ン
グ
牧
師
記
念
日
の
制
定
以
来

初
と
な
っ
た
。同
大
統
領
は﹁
ジ

ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン
ス
を
連
邦
祝

日
に
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の

米
国
人
が
こ
の
日
の
パ
ワ
ー
を

実
感
し
、
こ
れ
ま
で
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
道
の
り
の
歴
史
か

ら
学
び
、
ま
た
こ
れ
か
ら
前
進

し
て
い
く
こ
と
を
祝
う
こ
と
が

で
き
る
。
特
に
、
連
邦
議
会
で

の
両
党
の
多
大
な
指
示
を
得

て
、
民
主
党
と
共
和
党
が
共
に

こ
の
日
を
祝
う
こ
と
が
で
き
る

の
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
﹂
と

語
っ
た
。
ま
た
カ
マ
ラ
・
ハ
リ

ス
同
副
大
統
領
は
﹁
ジ
ュ
ー
ン

テ
ィ
ー
ン
ス
は
こ
れ
ま
で
、
ジ

ュ
ビ
リ
ー︵
記
念
行
事
︶・
デ
ー
、

フ
リ
ー
ダ
ム
・
デ
ー
、
リ
ベ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
デ
ー
、
エ
マ
ン
シ

ぺ
イ
シ
ョ
ン
︵
解
放
︶・
デ
ー

と
複
数
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
き

た
が
、
国
民
︵
法
定
︶
の
休
日

は
、
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
一

旦
停
止
し
、
歴
史
を
認
識
す
る

特
別
の
日
で
あ
る
﹂
と
話
し
て

い
る
。 

　

同
法
案
は
16
日
に
連
邦
議
会

で
４
１
５
対
14
票
で
可
決
し

た
。
連
邦
人
事
局
は
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
、
今
年
の
６
月
19
日
は
土

曜
日
で
あ
る
た
め
、
連
邦
職
員

は
﹁
ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン
ス
独

立
記
念
日
﹂
を
18
日
の
金
曜
日

に
祝
う
こ
と
と
す
る
、
と
伝
え

た
。
初
の
同
祝
日
と
な
っ
た
19

日
に
は
、
全
米
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｍ

運
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
故

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
さ
ん
の

同
像
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

奴
隷
解
放
記
念
日

ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン
ス

6月19日

　

ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
再
開
を
機
に
各
ダ
ン

ス
ク
ラ
ス
の
無
料
体
験
レ
ッ
ス

ン
を
開
催
す
る
。
ス
タ
ジ
オ
で

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
達

に
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
企
画
。

　

初
回
は
今
月
26
日
︵
土
︶
バ

レ
エ
︵
午
前
10
時
か
ら
︶
と

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
︵
午
前
11
時

か
ら
︶、
２
回
目
は
７
月
２
日

︵
金
︶
バ
レ
エ
と
タ
ッ
プ
、
３

回
目
は
８
月
︵
内
容
は
未
定
︶

に
開
催
。
対
象
は
ダ
ン
ス
初
心

者
の
子
供
。
体
験
レ
ッ
ス
ン
受

講
後
に
正
式
入
会
を
希
望
す
る

生
徒
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
特

典
も
適
応
さ
れ
る
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@
hariy

am
aballet.

com

、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

hariyam
aballet.com

を
参

照
。

ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ

無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

　

世
界
最
大
の
ド
ッ
グ
・
シ
ョ

ー
の
ひ
と
つ
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
・
ケ
ン
ネ
ル
・
ク
ラ
ブ
・

ド
ッ
グ
・
シ
ョ
ー
の
決
勝
が
13

日
Ｎ
Ｙ
州
タ
リ
ー
タ
ウ
ン
で
行

わ
れ
、
３
歳
で
雄
の
ペ
キ
ニ
ー

ズ
犬﹁
ワ
サ
ビ
﹂が
優
勝
し
た
。 

　

１
８
７
７
年
に
始
ま
っ
た
同

大
会
の
授
賞
式
は
、
毎
年
２
月

に
マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ガ

ー
デ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
た

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
で
延
期
さ

れ
、
会
場
も
郊
外
タ
リ
ー
タ
ウ

ン
に
あ
る
資
本
家
ジ
ェ
イ
・
グ

ー
ル
ド
の
カ
ウ
ン
ト
リ
ー
・
ハ

ウ
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
リ
ン
ド

ハ
ー
ス
ト
に
変
更
に
な
り
、
一

般
の
観
客
無
し
で
の
開
催
と
な

っ
た
。
第
１
４
５
回
と
な
っ
た

今
年
の
大
会
に
は
、
２
５
０
０

匹
が
出
場
し
た
。 

　

母
親
の
﹁
ス
シ
﹂
に
因
ん

で
名
付
け
ら
れ
た
ワ
サ
ビ
は
、

２
０
１
９
年
の
米
ケ
ン
ネ
ル
・

ク
ラ
ブ
︵
Ａ
Ｋ
Ｃ
︶
主
催
の
全

国
大
会
で
優
勝
し
た
ほ
か
、
40

以
上
の
大
会
で
勝
利
を
果
た
し

て
い
る
。

世
界
最
大
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー

Ｎ
Ｙ
タ
リ
ー
タ
ウ
ン
開
催

﹁
ワ
サ
ビ
﹂
が
優
勝

http://www.nyseikatsu.com
https://www.oishinbo-ny.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
hariyamaballet.com
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米
国
の
２
０
２
０
年
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
世
界

１
５
３
か
国
中
53
位
︵
日
本
は

１
２
１
位
︶
。

■
２
０
２
０
年
に
初
め
て
女
性

を
Ｃ
Ｓ
Ｏ
に
採
用
し
た
米
企
業

は
31
社

　

米
国
で
は
２
０
１
１
年
か
ら

の
過
去
10
年
間
で
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
最
高
責
任
者
Ｃ
Ｓ
Ｏ

に
就
い
た
女
性
が
２
倍
以
上

と
な
り
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の

２
０
２
０
〜
21
年
に
か
け
て
大

幅
に
増
加
し
た
。
比
率
で
は

２
０
１
１
年
の
24
％
か
ら
今
年

は
54
％
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら

女
性
の
社
会
進
出
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

最
高
責
任
者
Ｃ
Ｓ
Ｏ
︵
チ
ー
フ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

オ
フ
ィ
サ
ー
︶
が
過
去
10
年
で
54
％
に
増
加

け
で
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人

権
な
ど
社
会
問
題
へ
の
改
革
支

援
を
具
体
化
す
る
役
割
も
担
っ

て
い
る
こ
と
だ
。

■
今
後
の
課
題
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ

　

現
在
、
米
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
人

種
比
率
は
依
然
と
し
て
白
人
が

占
め
る
割
合
が
高
く
、
今
後
は

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
人
種
的
多

様
性
へ
の
対
応
が
課
題
だ
。
某

米
企
業
の
女
性
取
締
役
社
長

は
、
こ
の
１
年
は
コ
ロ
ナ
だ
け

で
な
く
、
社
会
環
境
や
気
候
変

動
、
広
が
り
続
け
る
政
治
的
分

断
に
注
目
が
集
ま
る
な
ど
、
数

十
年
の
間
で
最
も
混
沌
化
し
た

年
だ
っ
た
と
述
べ
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｏ

職
は
こ
う
し
た
社
会
課
題
に
企

業
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
を

決
定
す
る
上
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
業

界
に
影
響
力
の
あ
る
立
場
と
な

る
。
逆
に
課
題
に
対
し
て
明
確

な
対
応
を
示
さ
な
い
企
業
は
衰

退
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
経
済
活
性
化
に
繋
が

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
企
業
対
応

が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ

職
に
就
く
女
性
管
理
職
が
経
営

方
針
や
社
会
貢
献
に
与
え
る
影

響
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

︵SD
G

s 

♯
5
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
し
よ
う
、
♯
8
働
き

が
い
も
経
済
成
長
も
︶

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　アメリカを代表する石油会社エクソン・モービルの株主総会で、会社
側が推す候補をおさえて、新興の投資ファンドが推薦した３人が取締役
に選任されたことが、社会を驚かせました。会社の経営方針に見直しを
迫る投資家を、日本ではモノ言う株主といいますが、英語では Activist 

Investor と呼びます。Activist は活動家、Investor は投資家です。　
　この投資ファンド、Engine No. 1 は、エクソン・モービルの最近１０年の業績不振を批判
した上、経営の重点を化石燃料からクリーンエネルギー・脱炭素に重点を移すべきとして、
環境重視派の人材を取締役にするよう提案しました。　これに他の投資会社や多くの個人株
主が賛同したのです。
　アメリカでは以前から、年金ファンドなどが、Activist　Investor として存在感を示して
いました。　従来は、株主利益のために、会社の経営に注文を付けるケースが普通でしたが、
現在は環境、人権保護などの視点に基づく提案が注目されています。企業の社会的責任つま
り CSR（Corporate Social Responsibility）を推進する Activism は、これからの米国ビジ
ネスに大きな影響を与えることになるでしょう。  ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Activist Investor   モノ言う株主
 米 語
Watch

 【205】

に
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
５
０
０
社
報

告
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
に

初
め
て
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
採
用
し
た
企

業
は
31
社
に
上
る
と
い
う
。

■
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
役
割

　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
役
割
は
進
化
し
て

お
り
、
多
く
の
企
業
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
の
う
ち
、
Ｅ
︵
環
境
︶
だ

け
で
な
く
Ｓ
︵
社
会
︶
へ
の
投

資
に
も
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
Ｃ
Ｓ
Ｏ

の
役
割
も
拡
大
し
て
い
る
。
主

な
責
務
は
、
企
業
が
提
供
す
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
地
球
環
境

に
与
え
る
影
響
に
対
処
す
る
だ

　

第
74
回
Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

﹁
米
国
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
投

資
の
実
情
と
成
功
・
失
敗
﹂
が

25
日
︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。
今

回
は
大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で

投
資
事
業
に
従
事
し
て
い
る
大

野
朝
彦
氏
を
招
き
、 

米
国
の
電

力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
解
説
す

る
。
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
発
電
資
産
投
資
に
お
け
る

自
身
の
実
例
を
交
え
な
が
ら
、

よ
い
投
資
と
は
何
か
を
考
え

る
。講
演
後
は
交
流
会
も
あ
る
。

定
員
１
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
︵
寄
付
１
ド

ル
〜
︶
だ
が
要
事
前
登
録
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジhttps://

w
w

w
.faceb

o
o

k
.co

m
/

nym
banokai/

を
参
照
。

岡
田
光
世
さ
ん
講
演
会
の

見
逃
し
配
信
リ
ン
ク
変
更

　

東
京
池
袋
で
19
日
開
催
さ

れ
た
岡
田
光
世
さ
ん
の
講

演
﹁
見
逃
し
配
信
﹂
リ
ン
ク

が
変
更
に
な
っ
た
。
視
聴
期

間
は
30
日
ま
で
。
視
聴
料
と

新
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
はhttps://

cul.7cn.co.jp/program
s/

program
_941084.htm

l

米
電
力
事
情
を
解
説

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
25
日
に

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
、
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
、
ノ
ー
ホ
ー

の
歴
史
、
ま
た
文
化
を
継
承
し

て
い
く
目
的
で
１
９
８
０
年
に

創
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ビ

レ
ッ
ジ
・
プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
、
今
年
度
の
地
域
貢
献
者
７

人
を
表
彰
し
た
。
そ
の
一
人
に

唯
一
の
日
本
人
、八
木
秀
次︵
八

木
秀
峰
ボ
ン
︶
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
八
木
さ
ん
は
、
１
９
６
８

年
に
来
米
し
て
76
年
に
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
野
菜
の
卸
売

業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、
常
に

時
代
を
先
取
り
し
、
寿
司
や
日

本
酒
、
蕎
麦
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

と
い
っ
た
各
種
専
門
店
形
式
の

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
次
々
に

開
業
す
る
こ
と
に
よ
り
14
店
舗

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
経

営
、
Ｎ
Ｙ
の
新
た
な
日
本
食
市

場
を
牽
引
し
、
そ
の
拡
大
に
顕

著
に
貢
献
し
て
い
る
。
現
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
協
会
の
会
長
を
務
め
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
に
市
内
の
食
品
規
制
や

営
業
自
粛
の
中
で
、
リ
モ
ー
ト

式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
再
開
へ
の
道

筋
を
つ
け
た
。
米
国
に
お
け
る

日
本
食
・
食
文
化
の
普
及
等
に

顕
著
に
貢
献
し
て
き
た
功
績
に

対
し
て
令
和
元
年
秋
の
叙
勲
で

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
て
い

る
。
八
木
さ
ん
は
﹁
ビ
レ
ッ
ジ

を
中
心
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開

し
て
、
そ
れ
が
自
分
の
出
身
ル

ー
ツ
で
あ
る
日
本
文
化
を
食
を

通
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
が
ビ
レ
ッ
ジ
の
地
域

経
済
に
貢
献
で
き
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
う
。
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
始
め
、
従
業
員
ス
タ
ッ
フ
、

日
本
酒
業
界
蔵
元
様
方
達
、
そ

し
て
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ

り
、
皆
々
様
の
ご
指
導
ご
支
援

の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
い

る
﹂
と
話
し
て
い
る
。
︵
写
真

は
叙
勲
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
︶

ビ
レ
ッ
ジ
の
発
展
に
貢
献

八
木
さ
ん
を
表
彰

https://www.facebook.com/nymbanokai/
https://cul.7cn.co.jp/programs/program_941084.html
https://www.maxjob.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://hls-global.com
https://www.mtckitchen.com
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
書
画

家
、
田
中
太
山
に
よ
る
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
初
の
個

展
が
今
月
19
日
か
ら
７
月
11

日
︵
日
︶
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
Ｊ
コ
ラ
ボ
内
に
あ
る

ossam
 gallery 

︵300 7th 

street

︶
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

田
中
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個

展
は
１
年
以
上
振
り
と
な
る
。　

　

同
展
で
は
﹁
梅
雨
﹂
を
テ
ー

マ
に
表
現
し
た
巨
大
な
書
を
展

示
。
一
番
大
き
な
作
品
は
︵
約

３
メ
ー
ト
ル
×
５
メ
ー
ト
ル
︶

で
、
そ
の
ほ
か
会
場
・
シ
ョ
ッ

プ
・
茶
室
に
17
点
の
書
画
を
展

示
し
て
い
る
。
田
中
は
﹁﹃
雨

降
っ
て
地
固
ま
る
﹄
の
イ
メ
ー

ジ
で
梅
雨
を
テ
ー
マ
に
し
た
個

展
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
今
ま

で
押
さ
え
込
ま
れ
て
い
た
も
の

が
一
気
に
爆
発
す
る
よ
う
な
、

雨
後
の
筍
の
よ
う
な
感
じ
で
ぐ

ん
ぐ
ん
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
元
気

に
な
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
表

現
を
し
た
﹂
と
話
し
て
い
る
。　

　

入
場
無
料
。
開
廊
日
は
期
間

中
の
毎
週
金
・
土
・
日
、
午
後

１
時
か
ら
６
時
ま
で
。

Ｎ
Ｙ
が
元
気
に
な
っ
て
い
く

書画家
田中太山個展
J コラボで 7 月 11 日まで

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
コ
ニ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
で
毎
年
６
月
に
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
﹁
マ
ー
メ
イ
ド

パ
レ
ー
ド
﹂
の
主
催
者
が
、
今

年
は
９
月
12
日
︵
日
︶
に
開
催

す
る
と
発
表
し
た
。
パ
レ
ー
ド

は
１
９
８
３
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
毎
年
規
模
が
拡
大
し
て
い

た
が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
。　

　

第
39
回
目
と
な
る
今
年
の

パ
レ
ー
ド
の
主
役
、
キ
ン
グ

ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
は
エ
ミ
ー
賞

を
受
賞
し
た
監
督
の
ト
ニ
ー
・

ガ
ー
バ
ー
、
ク
イ
ー
ン
マ
ー

メ
イ
ド
は
劇
作
家
の
リ
ン
・

ノ
ッ
テ
ー
ジ
が
選
ば
れ
て
い

る
。
パ
レ
ー
ド
は
午
後
1
時
か

ら
Ｗ
21
ス
ト
リ
ー
ト
と
サ
ー

フ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
を
ス
タ
ー
ト

し
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
に
向
か

う
。
パ
レ
ー
ド
参
加
登
録
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.coney

island.com
/

p
ro

g
ra

m
s/m

erm
a

id
-

parade

を
参
照
す
る
。

人
魚
パ
レ
ー
ド

9
月
に
実
施
へ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

４
月
末
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
第
13
回
春
の
サ

ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
で
、

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

企
画
﹁
大
人
の
教
養
シ
リ
ー

ズ
﹂
の
講
師
と
し
て
﹁
ロ
ー
ス

イ
ー
ツ
南
浦
和
教
室
﹂
を
主
宰

す
る
岩
崎
真
理
依
さ
ん
︵
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
認
定
健
康
管
理
士
一
般
指

導
員
︶
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を

行
っ
た
。

　

ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
の
ロ
ー
は

﹁
生
﹂
と
い
う
意
味
。
小
麦
粉
、

白
砂
糖
、
卵
、
乳
製
品
を
使
わ

ず
に
48
度
以
下
で
加
熱
調
理

︵
非
加
熱
︶
さ
れ
た
も
の
を
指

す
。
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
で
低
糖

質
、
血
糖
値
の
急
上
昇
を
防
ぐ

身
体
に
や
さ
し
い
ス
イ
ー
ツ
。

生
の
食
材
を
火
を
加
え
ず
に
摂

る
た
め
、
酵
素
が
た
っ
ぷ
り
と

摂
れ
る
。
オ
ー
ブ
ン
を
使
わ

ず
、
冷
凍
し
て
固
め
て
作
る
も

の
。
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
の
栄
養
価

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
ス
は
、
６

大
栄
養
素
な
ら
ぬ
７
大
栄
養
素

と
も
言
わ
れ
る
野
菜

や
果
実
な
ど
の
天
然

の
色
素
や
香
。
体
内

に
あ
る
潜
在
酵
素
は

一
生
の
う
ち
に
作
ら

れ
る
量
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
食
品
か
ら

摂
取
す
る
こ
と
で
代

謝
が
促
さ
れ
る
。
肥

満
、
老
化
、
病
気
を

防
い
で
く
れ
る
。
岩

崎
さ
ん
は
﹁
免
疫
細

胞
が
腸
に
集
ま
っ
て

い
る
。
腸
を
元
気
に

す
る
こ
と
で
元
気
に

な
り
ま
す
﹂
と
話
し

た
。

材料　プリン型３〜４個
チョコレートクリーム
完熟した柔らかい
アボカド　　大 ...... １個
カカオパウダー ........30g
メイプルシロップ .....50g
シナモン ................. 少々
水 ..........................100cc
チアシード ....... 大さじ２

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
プ
リ
ン

︵
作
り
方
︶
決
め
手
は
完
熟
し

た
ア
ボ
カ
ド
。
事
前
に
大
さ
じ

一
杯
の
チ
ア
シ
ー
ド
を
１
０
０

ｃ
ｃ
の
水
で
一
晩
ふ
や
か
す
。

卵
の
凝
固
作
用
の
代
用
品
は
チ

ア
シ
ー
ド
で
プ
ル
プ
ル
感
と
ア

ボ
カ
ド
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
と
こ

ろ
を
出
す
。
ア
ボ
カ
ド
と
カ
カ

オ
パ
ウ
ダ
ー
が
混
ざ
る
こ
と
で

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ク
リ
ー
ム
に
な

っ
て
い
く
。
白
砂
糖
の
代
わ
り

に
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
使

う
。
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
は
ビ
ー
ガ

ン
ス
イ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
、
動

物
性
の
甘
味
は
使
わ
な
い
。
蜂

蜜
も
代
用
可
。
あ
と
は
フ
ー
ド

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
混
ぜ
る
だ

け
。
写
真
は
左
か
ら
バ
ナ
ナ
、

ノ
ー
マ
ル
、
グ
ラ
ノ
ー
ラ
を
サ

ン
ド
し
た
も
の
。
ト
ッ
ピ
ン
グ

に
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
。

﹁
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
南
浦
和
教
室
﹂

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
プ
リ
ン
の
作
り
方

ウエブサイトはこちら
https://beautyrawsweets.com/aboutrawsweet/

https://beautyrawsweets.com/aboutrawsweet/
https://www.coneyisland.com/programs/mermaid-parade
http://www.idocenter.com
tel:2019438003
http://www.betteratmath.com
http://www.jwsny.org
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://jweeklyusa.com
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 BOOKS
　

本
書
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

忙
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

に
励
む
傍
ら
、
思
い
立
っ
て
チ

ェ
ロ
の
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
た
著

者
の
２
年
に
わ
た
る
奮
闘
記
で

あ
る
。
第
１
刷
は
２
０
０
８
年
。

著
者
が
当
時
書
い
て
い
た
ブ
ロ

グ
の
日
記
を
ま
と
め
た
も
の
だ

が
、
10
年
以
上
前
に
書
か
れ
た

こ
と
に
よ
る
古
さ
を
全
く
感
じ

さ
せ
な
い
。
偶
然
見
つ
け
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
の
チ
ェ
ロ
の
演
奏

に
深
く
感
動
し
、
そ
こ
か
ら
師

匠
を
探
し
、
楽
器
を
選
び
、
市

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
挑
み
、
果

て
は
イ
タ
リ
ア
ま
で
チ
ェ
ロ
合

宿
へ
出
か
け
る
彼
女
。
も
と
も

と
ピ
ア
ノ
の
素
養
が
あ
り
、
音

楽
に
も
親
し
ん
で
い
た
と
は
い

え
、
そ
の
努
力
と
熱
意
に
は
舌

を
巻
く
。
著
者
の
前
職
は
、
日

本
の
テ
レ
ビ
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
。
当
時
を
回
想
す
る
シ
ー
ン

も
何
度
か
登
場
す
る
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
弦
楽

器
習
得
は
難
し
い
、
ま
ず
無
理

だ
と
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
自
身
も

そ
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。
確
か
に

大
変
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
不
可

能
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
こ

の
本
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
で

あ
る
。し
か
し
な
が
ら
本
書
は
、

チ
ェ
ロ
の
レ
イ
ト
ス
タ
ー
タ
ー

や
大
人
に
な
っ
て
か
ら
何
か
を

始
め
た
人
を
励
ま
す
だ
け
の
内

容
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
何
か
に

興
味
を
持
ち
、
挑
戦
し
よ
う
と

す
る
人
み
ん
な
の
背
中
を
そ
っ

と
押
し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
大
き
な
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
た
本
で
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
彼
女
が
誠
実
に
、
謙

虚
に
、
そ
し
て
正
直
に
自
分
と

向
き
あ
っ
た
記
録
で
も
あ
る
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
表
現
の
豊

か
さ
も
読
者
を
魅
了
す
る
。
軽

や
か
な
リ
ズ
ム
感
あ
る
文
章

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
読
み
手

を
ひ
き
つ
け
る
。
一
貫
し
て
そ

の
根
底
に
あ
る
の
は
、
人
間
と

し
て
の
温
か
さ
と
か
、
愛
情
の

深
さ
と
か
、
自
分
に
対
す
る
謙

虚
な
正
直
さ
だ
と
思
う
。

　

本
書
は
、
彼
女
の
チ
ェ
ロ
の

レ
ッ
ス
ン
風
景
か
ら
始
ま
り
、

師
匠
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
、
イ
タ
リ
ア
で

の
合
宿
、
そ
し
て
ビ
ッ
グ
ア
ッ

プ
ル
で
の
忙
し
い
日
常
の
描
写

や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
情
報
ま
で
盛

り
だ
く
さ
ん
だ
。
音
楽
好
き
、

弦
楽
器
フ
ァ
ン
な
ら
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
海
外
で
暮
ら
す
、
ま

た
は
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
日

本
人
と
し
て
は
﹁
あ
あ
、
こ
う

い
う
こ
と
あ
る
よ
ね
﹂
と
頷
け

る
場
面
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
う
し
た
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
よ

い
。
が
、
私
が
も
っ
と
も
好
き

な
の
が
、
彼
女
の
祖
父
母
と
の

思
い
出
や
、
お
母
さ
ま
と
の
会

話
を
回
想
し
た
話
で
あ
る
。
子

供
時
代
の
幸
せ
な
光
景
は
、
少

し
セ
ピ
ア
色
で
懐
か
し
い
昭
和

の
香
り
が
す
る
。
自
分
自
身
の

子
供
時
代
の
思
い
出
と
も
重
な

っ
て
、
私
の
心
も
ち
ょ
っ
ぴ
り

温
か
く
な
る
。

　

こ
の
彼
女
・
石
川
敦
子
さ
ん

は
、
実
は
私
の
中
学
時
代
か
ら

の
友
人
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
竹

馬
の
友
。こ
の
本
が
描
く
の
は
、

彼
女
の
豊
か
な
人
生
の
た
っ
た

２
年
で
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
と

て
も
素
敵
な
２
年
間
の
物
語

だ
。
彼
女
を
知
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
全
然
知
ら
な
い
人
を
も
勇

気
づ
け
、
励
ま
し
、
元
気
づ
け

て
く
れ
る
。﹁
失
敗
も
含
め
て
、

全
部
の
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
く

ら
い
の
気
持
ち
で
行
け
ば
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
﹂
と
語
り
か
け

て
く
る
。
そ
ん
な
彼
女
は
、
そ

の
後
よ
い
出
会
い
を
し
、
ご
主

人
と
、
や
は
り
音
楽
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
中
学
生
の
か
わ
い
い

お
嬢
さ
ん
と
と
も
に
、
今
は
テ

キ
サ
ス
で
暮
ら
し
て
い
る
。
ブ

ロ
グ
を
ま
と
め
た
頃
と
比
べ
れ

ば
、
生
活
圏
も
家
族
構
成
も
彼

女
を
取
り
ま
く
環
境
も
い
ろ
い

ろ
変
化
し
た
が
、
彼
女
の
誠
実

さ
や
正
直
さ
、
そ
し
て
周
り
の

人
々
を
見
つ
め
る
温
か
い
目
は

変
わ
ら
な
い
。　

︵
前
田
裕
子
︶

 夢を手に入れる生き方
石川 敦子・著

 星雲社・刊

■かなしきデブ猫ちゃん（早見和真、集英社文庫）愛媛の
捨て猫カフェにいたデブ猫は、ある少女との運命的な出会
いを経て「マル」という名前をもらい、幸せな家猫生活を
送っていた。しかし、ひょんなきっかけから家出する。道
後温泉から始まった大冒険は愛媛県内を西へ東へ。さまざ
まな生き物たちと出会い別れながらマルは大きく成長す
る。■日本の構造（橘木俊詔、講談社現代新書）労働経済
学の専門家が、労働時間の変化、県民所得トップ 10、役
職者と一般社員の賃金格差、60 代後半の就業率、男女の
賃金格差、企業の開・廃業率、通塾率と学力差、5 億円以
上の超富裕層の数など、50 項目の統計データから日本の

「いま」を総点検した本。■青い孤島（森沢明夫、双葉社）
広告・イベント制作会社で働く小島佑は社長に僻地の離島・
小鬼ヶ島へ行くよう命じられる。この島はちょっと変わっ
た離島で、住民が東と西で対立していて、村長選挙や村議
会議員選挙のたびに争いになる。佑は島の居酒屋に働きに
きた絶世の美女・るいるいと一緒に島の問題を解決するた
めの作戦を実行する。■しつこくわるい食べもの（千早茜、
集英社）ハンニバル・レクター博士に憧れ、炊飯器を擁護し、
要らぬ助言に噛みつき、よく腹を下す。そんな偏屈でめん
どくさい食いしん坊作家の自由な日常は、否応なくコロナ
禍に侵食されていく。人気イラストレーター・北澤平祐氏
の挿画も多数収録した、食エッセイシリーズの第 2 弾。■勝者のゴールデン
メンタル（飯山晄朗、だいわ文庫）著者は、銀座コーチングスクール認定プ
ロフェッショナルコーチ。金メダリストや一流経営者まで、日本全国で 2 万
人以上を指導してきた著者が実践するトレーニングとは。あらゆるシーンで
絶大な力を発揮する「心を強くする」35 の習慣と秘伝メソッドを公開する。
■大丈夫じゃないのに大丈夫なふりをした（クルベウ、ダイヤモンド社）韓
国で累計 55 万部を売り上げ、「BTS おすすめの作家」として SNS で話題の
著者・クルベウの翻訳本。痛くても痛くないふり、悲しくても悲しくないふり、
つらくてもつらくないふり。頑張ることや生きることに疲れた人たちへ贈る、
心を癒し、自己肯定感を高めてくれる 31 のエッセイ。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

家
出
し
た
デ
ブ
猫
・
マ
ル
の
大
冒
険
。
50
の
統
計
デ
ー
タ
で
読
む
日
本
の
か
た
ち
。

離
島
の
活
性
化
企
画
物
語
。
食
い
し
ん
坊
作
家
の
食
エ
ッ
セ
イ
第
２
弾
。﹁
心
が
強

く
な
る
﹂
35
の
習
慣
と
は
。
心
を
癒
し
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
エ
ッ
セ
イ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
卒
業

し
た
ス
レ
イ
カ
は
、
パ
リ
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
パ

リ
で
の
生
活
は
順
調
だ
っ
た

が
、
体
調
不
良
に
よ
り
ア
メ
リ

カ
に
戻
っ
て
検
査
を
受
け
る
と

急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
診
断
を

受
け
、
長
期
生
存
の
可
能
性
は

35
％
だ
と
言
い
渡
さ
れ
る
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
キ
ャ
リ
ア
は

中
断
さ
れ
た
が
、
人
生
に
意
義

を
見
出
し
自
分
を
救
う
た
め
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
に
企
画
を
提
案

し
、
ブ
ロ
グ
の
連
載
を
始
め
る
。

　

こ
の
後
ス
レ
イ
カ
は
病
気
に

打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ

が
、
生
と
死
と
い
う
２
つ
の
キ

ン
グ
ダ
ム
の
間
で
５
年
も
過
ご

し
た
彼
女
は
、
元
の
生
活
に
ど

う
戻
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ

紙
の
連
載
時
に
受
け
取
っ
た
手

紙
の
中
で
心
に
残
っ
た
人
々
を

訪
問
す
る
た
め
、
愛
犬
オ
ス
カ

ー
と
一
緒
に
全
米
１
周
の
ロ
ー

ド
ト
リ
ッ
プ
を
す
る
こ
と
に
決

め
た
。
闘
病
の
つ
ら
さ
や
恋
人

と
の
出
会
い
と
別
れ
な
ど
、
病

気
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
知
り
え

た
感
情
や
感
謝
・
謝
罪
の
気
持

ち
を
綴
っ
た
回
想
録
。︵
高
田
︶

若
き
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
回
想
録

 『Between Two Kingdoms』
Written by Suleika Jaouad

Published by Random House

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://trinita-kano.com/
http://jmart-usa.com/en/
http://myriverside.net/home
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

が
ん
と
闘
う
世
界
の
日
本
女
性
を
応
援

　

近
頃
、
当
サ
ロ
ン
で
は
ヘ
ッ

ド
ス
パ
が
と
て
も
人
気
で
す
。

ヘ
ッ
ド
ス
パ
と
は
﹁
頭
皮
の
ク

レ
ン
ジ
ン
グ
﹂
﹁
マ
ッ
サ
ー
ジ
﹂

﹁
髪
の
修
復
﹂
が
主
な
要
素
で

す
が
、
実
は
お
顔
の
リ
フ
ト
ア

ッ
プ
効
果
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
お
客
様
か
ら

の
感
想
も
﹁
施
術
直
後
か
ら
フ

ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
が
ス
ッ
キ
リ
し

た
﹂
﹁
小
顔
に
な
っ
た
﹂
と
い

っ
た
お
声
が
と
て
も
多
い
の
で

す
。
実
際
に
お
顔
と
頭
皮
は
1

枚
の
皮
膚
で
繋
が
っ
て
い
て
、

頭
皮
が
1
ミ
リ
た
る
む
と
顔
が

１
セ
ン
チ
た
る
む
と
言
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
密
接
な
関
係
が
あ
る

そ
う
で
す
。
当
サ
ロ
ン
で
は
、

仏
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
を
拠
点
に
、 

各
国
の
サ
ロ
ン
を
指
導
す
る
美

容
業
界
の
権
威 

﹁
ジ
ョ
ジ
ア
ン

ヌ
ロ
ー
ル
﹂ 

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
ヘ
ア
＆
ス
カ
ル
プ
ケ
ア
ブ

ラ
ン
ド
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
直
輸

入
し
て
い
ま
す
。 

故
ダ
イ
ア

ナ
妃
を
は
じ
め
、 

世
界
の
王
室

や
政
財
・
映
画
界
の 

セ
レ
ブ

リ
テ
ィ
た
ち
に
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
。
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
多
く
取
り
入
れ
た
、
デ

ト
ッ
ク
ス
効
果
の
高
い
ジ
ョ
ジ

ア
ン
ヌ 

ロ
ー
ル 

ヘ
ッ
ド
ス
パ

最
上
級
コ
ー
ス
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
厳
し
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認

定
を
パ
ス
し
た
南
仏
の
稀
少
な

超
微
粒
子
植
物
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

で
、
頭
皮
の
汚
れ
除
去
や
皮
脂

分
泌
を
促
進
、
深
い
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
ま

す
。
更
に
頭
皮
、
首
、
肩
の
ツ

ボ
︵
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ポ
イ
ン
ト
︶

を
刺
激
し
て
、
頭
皮
の
内
側
か

ら
血
行
を
促
進
。
全
身
へ
つ
な

が
る
頭
皮
の
ツ
ボ
の
刺
激
に
よ

り
、
毛
髪
に
栄
養
を
送
り
込
む

毛
細
血
管
を
活
性
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
肌
と
同
じ
く
、
髪
と

頭
皮
も
自
然
治
癒
力
が
低
下
し

て
い
る
と
、
通
常
の
ケ
ア
を
し

て
も
満
足
な
結
果
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
“
健
や
か
で
あ
る
時
の

み
、
人
は
美
し
く
輝
け
る
”
ヘ

ッ
ド
ス
パ
専
用
の
個
室
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
精
神
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
し
、
本
格
的
な
美

髪
、
美
肌
を
目
指
す
、
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
な
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　

名
取
由
稀
江
：
国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

ヘ
ッ
ド
ス
パ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

6
　

乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
・
子
宮

が
ん
患
者
支
援
団
体
の
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
の
母
体
で

あ
る
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
キ
ャ
ン
サ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
、
23
日
と
24

日
の
２
日
間
、
医
療
格
差
を
無

く
す
た
め
の
会
議
を
開
催
し

た
。
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｅ
の
代
表
、
ブ
ロ
デ
ィ
ー
愛
子

さ
ん
が
患
者
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
﹁
患
者
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
自
分
を
主
張
し
た
ら
良
い

の
か
﹂
を
英
語
で
行
っ
た
。

　

自
身
も
サ
バ
イ
バ
ー
で
あ
る

ブ
ロ
デ
ィ
ー
さ
ん
は
、
以
前

は
、
乳
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
の
﹁
ネ
ス
ト
﹂
で
活
動

し
て
い
た
が
、
２
０
１
３
年
７

月
に
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本
語
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
代
表
と
し
て
就
任
、

活
動
8
年
目
の
昨
年
4
月
、
母

体
の
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
キ
ャ
ン
サ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
の
一
部

と
な
り
、
名
前
も
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ

日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
に
改
名

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
全
米
に
広
げ

た
。
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
で
の
相
談

は
、
検
査
を
ど
こ
で
受
け
れ
ば

良
い
か
、
ア
メ
リ
カ
で
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、
ま
た

日
本
で
の
治
療
を
選
択
す
る
場

合
、
治
療
中
に
渡
米
や
日
本
へ

帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
、
幅
広
く
対
応

し
て
い
る
。
こ
れ
ら 

の
サ
ー

ビ
ス
は
す
べ
て
無
料
だ
。
こ
れ

ま
で
に
累
計
１
０
０
０
人
を
悠

に
超
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き

た
。
大
都
市
圏
以
外
の
地
方
都

市
で
生
活
す
る
日
系
女
性
患
者

に
と
っ
て
も
大
き
な
心
の
支
え

と
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
3
月
16
日
か
ら

遠
隔
で
の
活
動
と
な
り
、
８
月

か
ら
西
海
岸
方
面
に
も
活
動
を

広
め
、
今
年
か
ら
は
西
海
岸
と

東
海
岸
に
分
け
て
乳
が
ん
患
者

へ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
卵
巣
が
ん
と
子

宮
が
ん
患
者
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
転
移
が
ん
患
者
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
行
な
う
な
ど
、
今
年
に

な
っ
て
か
ら
忙
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
を
専
門

と
す
る
医
師
ら
の
協
力
を
受
け

日
本
語
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
は
米

国
で
は
数
少
な
い
日
本
人
向
け

の
常
設
の
乳
が
ん
患
者
支
援
団

体
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
で
暮
ら
す
日
本
人
女
性

の
が
ん
と
向
き
合
う
。
が
ん
と

診
断
さ
れ
る
年
齢
が
若
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。﹁
自
分
の
こ

と
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
の
マ

マ
世
代
や
、
仕
事
で
忙
し
い
キ

ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
な
ど
に
は
、

何
よ
り
も
検
診
に
行
く
こ
と
を

優
先
し
て
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
私
の
よ
う
に
﹃
若
い

し
、
ア
ジ
ア
人
だ
し
、
家
族
に

乳
が
ん
は
誰
も
い
な
い
ん
だ
か

ら
、
心
配
な
い
わ
よ
〜
﹄
な
ん

て
言
う
医
師
の
言
葉
を
安
易
に

信
じ
て
、
そ
の
結
果
、
２
年
間

胸
の
し
こ
り
が
癌
に
育
つ
ま
で

の
経
過
観
察
な
ん
て
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
﹂
と
自
身
の
体
験
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

時
間
を
見
つ
け
て
油
絵
を
描

く
の
が
趣
味
だ
が
最
近
は
時
間

が
な
い
。
家
庭
で
は
活
動
を
支

援
し
て
く
れ
る
夫
と
娘
が
い

る
。
栃
木
県
生
ま
れ
。
東
京
文

化
服
装
学
園
卒
業
後
、
77
年
に

来
米
。
︵
三
浦
良
一
記
者
、
写

真
は
本
人
提
供
︶

ジャパニーズ SHARE 代表

ブロディー愛子さん

https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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わ
た
し
は
り
ょ
う
理
が
大
す

き
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、

食
べ
た
人
が
お
い
し
い
と
言
っ

て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
か
ら

で
す
。
今
、
と
て
も
ア
メ
リ
カ

ら
し
い
り
ょ
う
理
に
き
ょ
う
み

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
調
べ
て
、
お
母
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
物
に

ち
ょ
う
せ
ん
し
て
き
ま
し
た
。

　

少
し
前
に
、
オ
ー
ブ
ン
を
使

わ
な
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
で
一
番
お
い
し
く
で
き
た

の
は
、
バ
ナ
ナ
ケ
ー
キ
で
す
。

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
作
っ

て
み
て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
家
の
オ
ー
ブ
ン
は
ア

メ
リ
カ
ら
し
く
と
て
も
大
き
い

の
で
、
そ
れ
を
使
う
と
た
く
さ

ん
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
次
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に

ち
ょ
う
せ
ん
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
大
人
に
な
っ
た

ら
、
毎
日
、
自
分
が
作
っ
た
り

ょ
う
理
を
お
母
さ
ん
に
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
り
ょ
う
理

の
ざ
い
り
ょ
う
や
作
り
方
を
お

ぼ
え
て
、
も
っ
と
も
っ
と
上
手

に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
５
か
月
︶
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私
は
三
月
の
終
わ
り
に
、
野

生
の
ア
ザ
ラ
シ
を
見
る
た
め
に

家
族
で
モ
ン
ト
ー
ク
岬
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
一
人
の
ア
メ

リ
カ
人
女
性
に
出
会
い
ま
し

た
。
そ
の
人
の
名
前
は
セ
リ

ア
。
彼
女
は
や
さ
し
く
て
、
ア

ザ
ラ
シ
の
位
置
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
撮
っ
た
写

真
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

女
が
撮
っ
た
写
真
は
生
き
生
き

し
て
い
て
、
ア
ザ
ラ
シ
は
と
て

も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
話
の

中
で
、
私
の
夢
が
イ
ル
カ
の
調

教
師
に
な
る
こ
と
だ
と
伝
え
る

と
、
彼
女
は
な
ん
と
元
イ
ル
カ

の
調
教
師
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
今
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
チ
ン
グ
の
船
に
乗
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
と
っ
て
も
驚
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
偶
然
の
素
晴

ら
し
い
出
会
い
で
し
た
。

　

六
月
に
は
私
の
お
誕
生
日
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
誕
生
日

の
お
祝
い
に
セ
リ
ア
が
乗
っ
て

い
る
船
に
乗
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
船
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
船
が
沖
に

出
始
め
る
と
、
セ
リ
ア
が
乗
客

に
向
か
っ
て
放
送
を
始
め
ま
し

た
。
セ
リ
ア
は
と
て
も
詳
し
く

て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
し

ば
ら
く
す
る
と
イ
ル
カ
の
群
れ

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

初
め
て
野
生
の
イ
ル
カ
が
高
く

跳
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し

た
。
ま
る
で
水
族
館
の
イ
ル
カ

シ
ョ
ー
に
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
度
は
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
が
現
れ
ま
し
た
。
私
は

前
に
も
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
チ
ン
グ

の
船
に
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
時
は
ク
ジ
ラ
が

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
初
め
て
本
物
の
ク
ジ
ラ
を

見
ま
し
た
。
ク
ジ
ラ
は
プ
シ
ュ

ー
と
潮
を
吹
き
な
が
ら
何
度
も

登
場
す
る
の
で
、
出
て
き
た
ら

す
ぐ
わ
か
り
ま
し
た
。
大
き
く

て
迫
力
が
あ
り
、
と
て
も
か
っ

こ
よ
か
っ
た
で
す
。
ク
ジ
ラ

は
、
し
ば
ら
く
追
い
か
け
っ
こ

を
し
て
い
る
よ
う
に
前
に
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
セ
リ
ア
と
話
を
し

に
船
の
二
階
に
行
き
ま
し
た
。

一
緒
に
魚
を
見
た
り
、
写
真
を

と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
セ
リ
ア

は
﹁
ク
ジ
ラ
の
息
の
に
お
い
を

か
ぎ
ま
し
た
か
？
﹂
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
マ
イ
ク
で
み

ん
な
に
誕
生
日
の
人
を
発
表
し

ま
し
た
。
私
の
他
に
２
人
誕
生

日
の
人
が
い
ま
し
た
。
と
っ
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
の
後
、
家
族
で
お

昼
ご
飯
を
食
べ
に
行
き
ま
し

た
。
夜
に
は
セ
リ
ア
が
今
日
見

た
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
を
か
っ
こ

よ
く
映
し
て
い
る
写
真
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
気
持
ち
良
い

温
度
だ
っ
た
し
、
海
の
生
き
物

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
の
で
ま

た
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
︶
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ぼ
く
の
秋
の
楽
し
み
は
三
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
の
楽
し
み
は
、
何
と

言
っ
て
も
﹁
お
い
し
い
食
べ
物

を
食
べ
る
事
﹂
で
す
。﹁
食
よ

く
の
秋
﹂
と
い
い
ま
す
が
、
秋

に
な
る
と
、
ぼ
く
の
食
よ
く
は

ぐ
ん
と
上
が
り
ま
す
。
秋
に
は

お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

出
回
り
ま
す
。
例
え
ば
、﹁
や

き
い
も
﹂﹁
り
ん
ご
﹂﹁
な
し
﹂

な
ど
で
す
。
ぼ
く
は
一
才
か
ら

ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
日
本
の
お
い
し
い
秋
の
食

べ
物
を
か
ん
た
ん
に
食
べ
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
。
ぼ
く
が
今
食

べ
た
い
秋
の
食
べ
物
は
、﹁
さ

ん
ま
﹂
と
﹁
松
た
け
﹂
で
す
。

今
年
の
秋
、
お
母
さ
ん
に
﹁
さ

ん
ま
﹂
と
﹁
松
た
け
﹂
を
使
っ

た
料
理
を
し
て
も
ら
い
、
食
べ

て
み
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
の
楽
し
み
は
、﹁
運

動
を
す
る
事
﹂
で
す
。﹁
運
動

の
秋
﹂
と
言
い
ま
す
が
、
秋
に

は
体
を
動
か
し
た
く
な
り
ま

す
。
秋
は
、
夏
よ
り
も
す
ず
し

く
、
外
で
運
動
す
る
の
に
丁
度

良
い
気
温
で
す
。
こ
の
丁
度
良

い
気
温
の
お
か
げ
で
、
外
で
走

っ
て
も
あ
ま
り
あ
せ
を
か
か
な

い
の
で
、
た
く
さ
ん
走
る
事
が

で
き
ま
す
。
今
年
は
、
新
が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
え
い
き
ょ

う
で
、
友
達
と
公
園
に
行
っ
た

り
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
す
る
事

が
む
ず
か
し
い
の
で
、
ぼ
く
は

弟
と
毎
日
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
家
の
う
ら
庭
で

弟
と
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
、
す

も
う
を
取
っ
た
り
、
か
く
れ
ん

ぼ
を
し
た
り
し
て
遊
び
な
が
ら

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
休
み

の
日
は
、
お
父
さ
ん
と
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
ぼ
く

は
体
力
が
つ
い
て
走
る
ス
ピ
ー

ド
も
少
し
速
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
冬
に
向
け
て
寒
く

な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
運
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
楽
し
み
は
、﹁
ふ

と
ん
の
中
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る

事
﹂
で
す
。
秋
に
な
っ
て
、
朝

起
き
る
時
間
は
、
寒
く
て
起
き

上
が
る
事
が
つ
ら
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ふ
と
ん
の
中
は
あ
た

た
か
く
て
、
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
の
で
、
な
か
な
か
ふ
と
ん

の
中
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
ぼ
く
は
朝
勉
強

を
し
て
学
校
に
行
か
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
、
が
ん
ば
っ
て

起
き
上
が
ろ
う
と
し
ま
す
が
な

か
な
か
体
が
動
き
ま
せ
ん
。
起

き
な
い
ぼ
く
を
起
こ
す
た
め

に
、
お
母
さ
ん
が
う
る
さ
い
音

楽
を
か
け
て
起
こ
そ
う
と
し
て

き
ま
す
。
だ
け
ど
、
ぼ
く
は
全

力
で
ふ
と
ん
の
中
か
ら
出
な
い

よ
う
に
ふ
と
ん
に
く
る
ま
り
ま

す
。
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

お
父
さ
ん
が
ぼ
く
の
ふ
と
ん
を

取
り
上
げ
て
、
最
後
は
強
せ
い

的
に
起
こ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、

春
ま
で
毎
日
続
き
ま
す
。

　

ぼ
く
が
す
ん
で
い
る
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
秋
は
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
の
こ
り
わ
ず
か
な
秋
の

時
間
を
、
で
き
る
だ
け
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
８
年
︶

　

誤
解
を
解
く
た
め
に
僕
た
ち

は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
は
ま
ず
、﹁
相
手

の
立
場
﹂
に
立
つ
こ
と
で
す
。

相
手
の
考
え
方
や
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
理
解
し
、
自
分
と
相
手
の

立
場
を
変
え
て
み
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。
し
か
し
、
必
ず

そ
う
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

　

ま
ず
は
ネ
ッ
ト
上
の
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
情
報

を
得
る
の
に
と
て
も
便
利
で

す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
情
報
は
、
す
べ
て
が
正

し
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
間
違
っ
て
い
る
情
報
も
沢

山
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
間
違
っ
た
情
報

を
得
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

私
達
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
様
々
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
み
る
こ

と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
多
数
決

で
間
違
っ
た
情
報
と
正
し
い
情

報
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
る
一
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
だ
け
を
使
っ
て
し
ま
う
と
、

そ
の
情
報
が
正
し
い
情
報
な
の

か
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
信

用
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
の

か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
せ
ん
。

色
々
な
視
点
か
ら
物
事
を
見
て

み
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
誤
解
や
勘
違
い
は

ネ
ッ
ト
上
だ
け
で
起
こ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
と
の

相
談
や
喧
嘩
な
ど
で
も
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

喧
嘩
と
い
う
の
は
、
と
て
も

長
引
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ

れ
は
何
故
か
っ
て
？
そ
れ
は
、

相
手
の
立
場
に
立
た
な
い
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。
人
間
と
い

う
の
は
喧
嘩
を
し
て
い
る
と

き
、
怒
り
で
﹁
負
け
た
く
な
い
﹂

と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
相
手
の
こ
と
を

考
え
る
、
相
手
の
立
場
に
立
つ

と
い
う
こ
と
を
脳
が
自
然
と
し

な
く
な
る
の
で
す
。
そ
う
い
う

と
き
は
ま
ず
、
落
ち
着
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
相
手
の

言
い
た
い
こ
と
を
じ
っ
く
り
聞

き
、
相
手
と
自
分
に
と
っ
て
良

い
解
決
方
法
を
探
す
こ
と
が
お

す
す
め
で
す
。

　

最
後
に
、
相
談
や
悩
み
事
を

話
す
と
き
は
、
伝
え
方
や
言
葉

遣
い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
言
い
方
や
伝
え

方
に
よ
っ
て
、
相
手
が
話
を
聞

い
て
く
れ
る
か
、
相
談
に
の
っ

て
く
れ
る
か
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
あ
ま
り
大
し
た
事
の
な
い

よ
う
な
内
容
だ
と
、
相
手
は
す

ぐ
に
聞
き
飽
き
て
し
ま
い
、
相

談
を
聞
い
て
く
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
逆
に
伝
え
方
が

良
い
と
、
相
手
は
興
味
を
持
ち
、

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

 

﹁
相
手
の
立
場
﹂
に
立
つ
と
い

う
こ
と
は
、
日
常
の
生
活
に
も

使
え
ま
す
が
、
も
っ
と
大
き
な

ス
ケ
ー
ル
で
も
使
え
ま
す
。
例

え
ば
、
戦
争
は
国
々
が
喧
嘩
や

言
い
合
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
起
き
ま
す
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、﹁
相
手
の
立
場
﹂

に
立
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

相
手
を
理
解
し
、
解
決
方
法
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

誤
解
や
勘
違
い
の
な
い
よ
う
、

注
意
深
く
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
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年
︶
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
９
月
か
ら
新
し
い
か
た

ち
の
日
本
語
補
習
校
﹁A

lto

﹂

が
開
校
す
る
に
あ
た
り
、
12
日

にZO
O

M

を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
開
校
説
明
会
が
行
わ
れ

多
く
の
参
加
者
が
聴
講
し
た
。

　

A
lto

は
、
一
つ
の
ク
ラ
ス

に
同
学
年
の
多
数
の
児
童
の
前

で
一
人
の
教
師
が
授
業
を
す
る

従
来
の
補
習
校
の
在
り
方
を
見

直
し
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
目

的
に
合
わ
せ
た
個
別
学
習
を
進

め
て
い
く
自
由
進
度
制
を
取
り

入
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特

徴
。
日
本
の
学
習
指
導
要
領
と

教
科
書
を
使
用
し
、
担
任
教
師

が
個
別
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
々
の
進
度
に
合
っ

た
学
習
プ
ラ
ン
に
則
っ
て
子
供

が
自
主
的
に
勉
強
し
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
海
外

で
勉
強
す
る
子
供
た
ち
は
学
習

進
度
や
帰
国
時
期
、
進
路
も
そ

れ
ぞ
れ
違
う
た
め
、
そ
の
よ
う

な
多
様
性
に
対
応
で
き
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
補
習
校
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
応
募
対
象
は
小
学

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
。
教

室
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
Ｚ
会
・

栄
光
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
レ
キ
シ
ン

ト
ン
街
３
７
０
番
地
18
階
︶
を

使
用
し
、
９
月
か
ら
毎
週
土
曜

に
対
面
形
式
に
て
授
業
を
行
う

予
定
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
質
疑
応

答
で
は
参
加
者
か
ら
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
子
供
を
持
つ

在
米
邦
人
家
庭
か
ら
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。現
在
、

開
校
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
お
り
、
期
間
限
定
で
授

業
料
や
入
学
金
の
割
引
を
提
供

し
て
い
る
。
個
別
相
談
も
実
施

中
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

https://alto-edu. com

、
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

alto-edu.com

ま
で
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
校

説
明
会
が
盛
況

日
本
語
補
習
校A

lto

大好評 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

６
月
17
日
、
元
気
な
日
本
語

の
歌
声
が
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

の
街
に
響
き
渡
っ
た
。
同
市
で

は
３
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の

隔
週
の
木
曜
日
に
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
を
歩
行
者
天
国
に
し
、

ダ
ン
ス
や
歌
、
武
道
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
野
外
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
出
演
し
た
の
は
、
育
英

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ
ー
ト
ワ

シ
ン
ト
ン
校
︵
Ｎ
Ｙ
州
ポ
ー
ト

ワ
シ
ン
ト
ン
、
在
籍
数
１
７
０

人
、
藤
田
真
祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
の
音
楽
部
と
ダ
ン
ス
部
の

子
供
た
ち
。
ね
じ
り
鉢
巻
で
弾

け
る
よ
う
に
飛
び
出
し
た
子
供

た
ち
に
、
道
行
く
人
た
ち
が

次
々
に
立
ち
止
ま
っ
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
毎
週
練
習
を
繰
り

返
し
て
き
た
歌
、
和
太
鼓
、
リ

ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
演
奏
﹁
村
祭

り
﹂
、
合
唱
﹁
夏
の
日
の
贈
り

物
﹂、
そ
し
て
踊
り
と
和
太
鼓

演
奏
﹁
ソ
ー
ラ
ン
節
﹂
を
発
表

し
た
。
音
楽
部
と
ダ
ン
ス
部
初

め
て
の
合
同
企
画
と
な
っ
た
ソ

ー
ラ
ン
節
は
迫
力
い
っ
ぱ
い

で
、
息
の
あ
っ
た
演
技
に
会
場

は
拍
手
喝
采
と
な
っ
た
。

　

音
楽
部
を
指
導
し
た
上
井
雅

代
教
諭
は
﹁
昨
年
度
は
１
年
間

オ
ン
ラ
イ
ン
練
習
と
な
り
、
合

唱
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の

分
一
人
一
人
の
歌
唱
力
を
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
き
た
。

１
年
ぶ
り
の
発
表
会
は
練
習
の

成
果
が
実
感
で
き
る
完
成
度
の

高
さ
と
な
っ
た
﹂
と
話
し
た
。

参
加
し
た
子
供
達
は
﹁
ま
た
出

た
い
、
今
度
は
も
っ
と
上
手
に

や
り
た
い
﹂
と
次
回
の
公
演
に

向
け
て
意
気
込
み
を
話
し
た
。

青
空
に
響
く

ソ
ー
ラ
ン
節

オ
ン
ラ
イ
ン
七
夕
祭
り

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
は
12
日
、

同
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
バ
ー
ン
ズ
亀
山
静
子
先
生

に
よ
る
幼
初
等
部
対
象
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
。﹁
実
行
機
能
を
働
か

せ
よ
う-

効
果
的
な
親
か
ら
の

支
援
の
方
法
﹂
と
題
し
た
、
保

護
者
会
広
報
部
門
主
催
に
よ
る

も
の
。

　

自
宅
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が

長
引
く
状
況
下
で
、
子
ど
も
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不

安
を
抱
え
る
保
護
者
に
バ
ー
ン

ズ
先
生
は
﹁
先
生
や
親
の
言
う

こ
と
を
き
け
る
こ
と
は
大
切
。

で
も
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
そ

こ
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
自
分

で
考
え
、
正
し
い
判
断
を
し
、

行
動
を
し
て
く
れ
る
子
を
育
て

た
い
。
そ
の
た
め
に
親
は
、
い

つ
、
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
﹂
と
呼
び
か
け
た
。
バ
ー

ン
ズ
先
生
は
Ｎ
Ｙ
州
認
定
ス
ク

ー
ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
。
Ｎ
Ｙ

州
の
特
別
支
援
教
育
の
教
師
資

格
も
持
ち
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人
教
育

審
議
会
・
教
育
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
教
育
相
談
室
の
相
談
員
で

も
あ
る
。
実
行
機
能
と
は
﹁
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
分

自
身
の
ス
キ
ル
や
感
情
、
思

考
、
行
動
を
抑
制
し
た
り
動
か

し
た
り
調
整
す
る
プ
ロ
セ
ス
﹂

の
こ
と
。
自
分
が
や
り
た
い
と

思
う
時
は
効
率
が
４
倍
違
う
と

い
う
現
実
を
知
り
、
親
が
子
を

支
援
す
る
際
は
自
己
調
整
の
発

達
を
促
す
こ
と
を
意
識
し
て
、

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
に
加
え
て

実
際
の
方
略
に
つ
い
て
も
複
数

示
し
た
。
ま
た
、
睡
眠
や
栄

養
、
運
動
と
い
っ
た
脳
の
健
康

に
と
っ
て
重
要
な
基
本
的
要
素

に
つ
い
て
も
触
れ
、﹁G

row
th 

M
indset

︵
や
れ
ば
き
っ
と
で

き
る
︶
を
忘
れ
な
い
で
、
今
は

ま
だ
で
き
な
い
だ
け
﹂
と
参
加

し
た
保
護
者
達
を
励
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、﹁
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
伝
え
て
い
て
も
何

度
も
衝
突
し
て
し
ま
う
﹂﹁
実

際
に
ど
ん
な
声
掛
け
を
し
た
ら

効
果
的
だ
ろ
う
﹂
な
ど
、
保
護

者
達
か
ら
質
問
の
声
が
上
が
っ

た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校
で

保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
︵
濟
藤
和
彦
校
長
、
生
徒
数

３
０
５
人
︶
幼
稚
部
は
13
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
七
夕
祭
り
を
開
催

し
た
。
当
日
は
園
児
も
教
師
も

浴
衣
や
甚
平
を
着
用
し
、
各
家

庭
で
制
作
し
た
笹
飾
り
を
手
に

持
ち
雰
囲
気
作
り
も
万
全
。
教

師
が
事
前
に
録
画
し
た
七
夕
の

人
形
劇
を
鑑
賞
し
た
後
、
劇
を

も
と
に
ク
イ
ズ
を
出
題
。
園
児

た
ち
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、

答
え
を
言
い
合
っ
た
。
そ
の
後

は
全
員
で
七
夕
の
歌
を
合
唱

し
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
紙

芝
居
を
楽
し
ん
だ
。
最
後
は
５

月
か
ら
各
家
庭
や
ク
ラ
ス
で
練

習
し
た
盆
踊
り
﹁
エ
ビ
カ
ニ
ク

ス
音
頭
﹂
を
全
員
で
踊
っ
た
。

カ
メ
ラ
の
前
で
一
生
懸
命
踊
る

姿
は
と
て
も
可
愛
ら
し
く
、
微

笑
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
子
供

た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
。

https://alto-edu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://starchildny.com
mailto:info@alto-edu.com
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 本欄への相談は

●公益財団法人 
　海外子女教育振興財団（JOES）

　www.joes.or.jp
　【教育相談】

　E メール sodanjigyo@joes.or.jp

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
時
帰

国
が
ま
ま
な
ら
ず
、
海
外
か
ら

で
き
る
有
効
な
学
校
情
報
を
得

る
方
法
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
で
い
る
国
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
影
響
は
今
で
も
世
界

中
に
広
が
り
、
保
護
者
の
皆
様

は
お
子
さ
ん
の
感
染
予
防
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
や
帰
国
後

の
学
校
選
択
に
つ
い
て
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
の

中
学
・
高
校
の
入
試
状
況
を
振

り
返
り
ま
す
と
海
外
入
試
が
中

止
に
な
っ
た
学
校
が
あ
り
、
新

た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
入
試
を
実
施

し
た
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
で

は
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
帰
国
後
に
国
内
の
中
学
・
高

校
を
受
験
す
る
う
え
で
、
﹁
海

外
か
ら
で
き
る
有
効
な
学
校
情

報
の
収
集
法
﹂
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

①
書
籍
類
の
活
用

　

帰
国
し
た
母
親
の
グ
ル
ー
プ

が
受
け
入
れ
校
を
訪
問
し
て
ま

と
め
た
冊
子
が
あ
り
ま
す
。
内

容
は
充
実
し
て
お
り
、
た
い
へ

ん
有
用
で
す
。
︵
関
東
地
区
﹁
帰

国
生
母
の
会
フ
レ
ン
ズ
﹂
、
関

西
地
区
﹁
関
西
帰
国
生
親
の
会

か
け
は
し
﹂
︶

②
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用　
　

昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
各
校
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
自
校
の
特
徴
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

入
試
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
個

別
相
談
︵
要
予
約
︶
を
実
施
し

て
い
た
り
、
お
問
い
合
わ
せ
フ

ォ
ー
ム
が
あ
り
質
問
に
メ
ー
ル

で
回
答
し
て
い
た
り
、
入
試
情

報
を
入
手
で
き
た
り
す
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
学
校

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
一
度
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

公
立
学
校
な
ら
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
、
私
立
学
校
な
ら

日
本
私
学
教
育
研
究
所
の
サ
イ

ト
か
ら
も
学
校
情
報
の
収
集
が

可
能
で
す
。

③
弊
財
団
の
活
用

・
﹁
帰
国
子
女
の
た
め
の
学
校

便
覧
﹂
は
、
帰
国
児
童
生
徒
を

受
け
入
れ
て
い
る
全
国
の
小
・

中
・
高
・
大
・
短
大
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
情
報

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
﹁
帰
国
子
女

受
入
校
検
索
﹂
か
ら
帰
国
子
女

受
入
校
を
検
索
で
き
、
そ
こ
か

ら
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
﹁
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
説

明
会
・
相
談
会
﹂
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
完
全
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
校
・
団
体
に
つ
き

ま
し
て
は
日
本
国
内
、
海
外
の

学
校
、
文
部
科
学
省
な
ど
の
団

体
を
合
わ
せ
て
１
４
２
の
学

校
・
団
体
が
参
加
予
定
で
す
。

日
程
や
参
加
申
し
込
み
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
財
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・﹁
個
別
相
談
﹂
は
、
弊
財
団

の
教
育
相
談
員
が
個
別
に
帰
国

後
の
お
子
様
の
教
育
に
つ
い
て

の
不
安
や
疑
問
に
お
答
え
い
た

し
ま
す
。
ま
た
都
道
府
県
別
帰

国
子
女
受
入
校
の
ご
紹
介
な

ど
、
海
外
に
滞
在
中
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
相
談
方
法

は
、
メ
ー
ル
、
電
話
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
す
。
お
申
し
込
み
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
で
き
ま
す

が
、
お
急
ぎ
の
際
は
お
電
話
に

て
予
約
を
承
り
ま
す
。
相
談
料

は
６
０
０
０
円
︵
初
回
相
談

か
ら
一
年
間
有
効
︶、
有
効
期

間
内
に
何
度
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
企
業
・
団
体
会
員
は
無
料

で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

海
外
で
は
帰
国
後
の
学
校
選

択
に
関
す
る
情
報
が
入
り
に
く

い
状
況
で
す
。
本
来
な
ら
一
時

帰
国
の
折
り
な
ど
を
利
用
し
て

希
望
の
学
校
を
お
子
さ
ん
と
共

に
訪
問
し
た
り
す
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ

も
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
海
外
の
補
習
授
業
校
で
は

今
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実

施
し
て
い
る
学
校
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
結
果
と

し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
操
作

技
術
が
上
達
し
た
お
子
さ
ん
が

増
え
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用
で
海

外
か
ら
も
か
な
り
の
情
報
収
集

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
学
校
は
メ
ー
ル
や
電
話
で

の
問
い
合
わ
せ
を
歓
迎
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
活

用
し
て
お
子
さ
ん
に
適
し
た
学

校
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

コロナ過で海外から
日本の学校情報を得る方法

海外子女教育振興財団 関西分室

橋本芳登 教育相談員

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
tel:9175773969
http://kkobo.com/
http://op-ed.jp
https://www.hondag.com
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 EVENT　 
■第 44 回メイシーズ独立記念日花火大
会＝ 7/4　今年は通常形式で開催。午後
９時 25 分から約 30 分間、イーストリバー
に浮かぶ 5 艘の船から 6 万 5000 発の花
火が打ち上げられる。ワクチン接種完了
者のみ入場可能なパブリックビューイン
グはＦＤＲドライブ、23 丁目、34 丁目、
42 丁目に設置予定。ライブパフォーマン
スを含めた TV 中継は NBC などで放映。
詳細は
https://www.macys.com/social/fi reworks/
■リンカーンセンター「ザ・グリーン」
＝〜９月　メトロポリタン歌劇場前にあ
る広場が緑化した憩いのスペース「ザ・
グリーン」となった。ＮＹの復活を支援
する取り組みで、屋外会場が設置され、
期間中はダンスや音楽などのパフォーマ
ンスやワークショップが開催される。
詳細は https://www.lincolncenter.org
■ブライアントパーク「ピクニック・パ
フォーマンス」＝〜 9/20　6 番街 40 〜
42 丁目　NY フィルのコンサートをはじ
め、NY シティオペラ、ポール・テイラー・
ダンスカンパニーなど、ＮＹのさまざま
な舞台芸術がラインナップ。音楽、演劇、
ダンスなど全 25 回の無料 7/2 は NY シ
ティオペラの「カルメン」を上演。
詳細は https://bryantpark.org

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ ジ ェ ト ロ・ ウ ェ ビ ナ ー「Seizing 
Opportunities in Digitalization in Japan」
＝ 6/29　8:00　日本経済のデジタルトラ
ンスフォーメーションがもたらすビジネ
スチャンスと、日本でデジタル技術を生
かした事業の立ち上げに成功した非日系
スタートアップの事例を紹介する。（主催：
在ボストン日本総領事館、CIC ジャパン
デスク）参加費無料。
詳 細 は https://zoom.us/webinar/register/
WN_IXpJsop0Svq4qk4qhomepQ

THEATRE
■河村早規のシアター作品「The Giving 
Tree」＝〜 6/27　NY で舞台演出家・マ
ルチメディアアーティストとして活動す
る河村早規が演出したシアター作品「ザ・
ギビング・ツリー」が、UNFIX フェスティ
バルでオンデマンド配信中。河村がシェ

ル・シルヴァスタインの本にインスピレー
ションを受け、ディバイジング、視覚芸術、
身体表現の要素を含んだ作品。　
詳細は https://unfi xfestival.com/
■第 11 回クイーンズ世界映画祭＝ 6/23
日〜 7/3　複数会場でのライブ上映とオ
ンラインでのバーチャル上映の両方で開
催。短編・長編映画、ドキュメンタリー、
アニメなど、33 か国からの 198 作品が公
開される。福島原発事故をテーマにした
中村賀与子監督の短編ドキュメンタリー

「No Nukes」も参加。チケット 10 ドル〜。
詳細は https://queensworldfi lmfestival.org/

ART
■日本クラブ人形 WEB ギャラリー展「日
本の人形：昭和から令和へ」＝ 6/17 〜
7/28　昭和から平成そして令和まで、子
どもたちを中心に人気のあったフランス
人形やリカちゃん人形などを時代ごとに
オンラインで紹介する。
詳細は https://nippongallery.nipponclub.org/
■アート・オン・アベニュー＝〜 7/8　
公募で選ばれた NY 在住アーティスト 31
人の作品を、ウエストビレッジ地区にあ
るコロナ禍でクローズした店舗のショー
ウインドーに展示するパブリックアート
展。オンラインマップを見ながら作品巡
りができる。日本人では小林園実さんと
遠藤良子さんが参加している。
詳細は https://www.artontheavenyc.com/
■ カ ウ ズ の 大 規 模 回 顧 展「KAWS: 
WHAT  PARTY」＝〜 9/5　The  Brooklyn  
Museum（200  Eastern  Parkway）
Tel:718-638-5000　目がバツ（×）になっ
たキャラクターで知られ、今年でアーティ
スト活動 25 年となるカウズことブライ
アン・ドネリーの作品展。入場料：大人
25 ドル、学生・シニア 16 ドル、会員・
３ 歳 以 下 は 無 料。 詳 細 は https://www.
brooklynmuseum.org
■草間彌生「KUSAMA：Cosmic Nature」
＝ 〜 10/31 The New York Botanical 
Garden (2900 Southern Boulevard) 
Tel:718-817-8700  ブロンクスのニュー
ヨーク植物園で開催中の前衛芸術家・草
間彌生の大規模展示。代表的なインスタ
レーション「ナルシスの庭」や水玉模様
の黄色いカボチャ「ダンシング・パンプ
キン」などを展示。入場料：ガーデン＆ギャ
ラリーパスが一般 35 ドル、学生・65 歳
以上 32 ドル、2 〜 15 歳 15 ドル、2 歳以
下と会員は無料。水曜は NY 市民無料。
詳細は https://www.nybg.org
■ゴッホのデジタルアート展 「Immersive 
Van Gogh Exhibit」＝〜9/6　PIER 36（299 
South St）Tel:212-233-5050　 デ ジ タ ル
アートの巨匠、イタリアのマッシミリアー
ノ・シカルディが制作した映像を壁や床
に投影した空間で、ゴッホの作品世界を
体験できる。NY 会場は世界最大。入場
料は 39 ドル 99 セント〜。
詳細は https://www.vangoghnyc.com
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バイオリニスト徳永慶子
7月1日屋内演奏会

演奏する宮嶋（上）。この録画は今後
YOUTUBE の領事館のチャンネルにアッ
プされ見ることができる。
https://www.youtube.com/user/CGJNYchannel
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